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Ⅰ　

亀
井
昭
陽
『
楚
辭
玦
』
解
題

一
、
亀
井
家
学
―
昭
陽
の
学
問
の
背
景

亀
井
昭
陽
の
学
問
は
父
の
南
冥
を
受
け
た
も
の
で
あ
り
、
南
冥
・
昭
陽
父

子
二
人
と
そ
の
一
門
の
学
は
亀
井
家
学

（
（
（

と
称
さ
れ
る
が
、
亀
井
三
代
と
も
称

さ
れ
る
よ
う
に
、
そ
の
発
端
は
南
冥
の
父
聴
因
に
あ
る
。

１
、
聴
因
（
一
七
〇
三

（
（
（

～
一
七
八
〇
年
、
享
年
七
七
歳
）

聴
因
は
、
諱
は
鑒
、
字
は
処
静
、
号
は
千
秋
翁
。
筑
前
怡
土
郡
の
人
。「
性

磊
落
に
し
て
大
志
あ
り
、
膂
力
人
に
過
ぎ
、
少
時
遊
侠
を
好
ん
で
無
頼
の
徒

と
交
っ
た

（
（
（

」
と
い
う
が
、
後
に
学
問
を
志
し
て
医
学
を
修
め
、
ま
ず
姪
浜
、

の
ち
福
岡
に
移
っ
て
医
業
を
開
き
、
そ
の
傍
ら
家
塾
・
蜚
英
館
を
設
け
た
。

当
時
、
徂
徠
学
派
が
全
国
を
風
靡
し
た
影
響
を
受
け
、
蘐け

ん
え
ん園

の
学

（
（
（

に
親
し
み
、

長
男
南
冥
、
次
男
曇
栄
を
徂
徠
学
派
に
連
な
る
肥
前
蓮
池
の
学
僧
・
釈
大
潮

（
（
（

に
弟
子
入
り
さ
せ
た
。

２
、
南
冥
（
一
七
四
三
～
一
八
一
四
年
、
享
年
七
二
歳
）

諱
は
魯
、
字
は
道
載
（
道
哉
と
も
書
す
）、
通
称
は
主
水
、
晩
年
に
信
天
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二
八

翁
、
狂
念
居
士
、
苞
楼
な
ど
の
号
を
用
い
る
。
或
は
「
東
西
南
北
人
」
の
雅

印
を
用
い
る
。
一
七
四
三
（
寛
保
三
）
年
、
父
聴
因
が
開
業
し
て
い
た
姪
浜

に
生
ま
れ
る
。
十
四
歳
の
時
、
父
の
命
に
よ
り
釈
大
潮
に
師
事
、
二
十
歳
で

上
京
、
古
医
方
・
吉
益
東
洞
に
謁
し
た
が
意
に
充
た
ず
、
大
阪
に
去
っ
て
、

永

な
な

な
が
と
み
ど
く
し
ょ
う
あ
ん（

富
独
嘯
菴
に
師
事
し
、
永
富
門
の
三
傑
と
称
さ
れ
る
。
こ
れ
ら
の
師
は
み

な
徂
徠
学
の
系
譜
に
連
な
る
。
一
七
六
四
（
明
和
元
）
年
、
二
一
歳
の
時
、

朝
鮮
通
信
使
接
待
の
藩
士
に
加
わ
り
、
通
信
使
随
員
と
詩
文
唱
和
し
、
一
躍

文
名
を
挙
げ
る
。
二
二
歳
の
時
、
父
に
従
っ
て
福
岡
唐
人
町
に
移
り
、
家
塾
・

蜚
英
館
に
お
い
て
儒
と
医
を
講
じ
た
。

一
七
七
八
（
安
永
七
）
年
、
三
六
歳
の
時
、
平
民
の
医
師
の
身
か
ら
、

福
岡
藩
（
黒
田
藩
）
儒
医
に
抜
擢
さ
れ
、
十
五
人
扶
持
を
給
せ
ら
れ
る
。

一
七
八
四
（
天
明
四
）
年
、
藩
で
は
全
国
で
も
珍
し
く
、
東
西
二
箇
所
の
藩

校
を
開
い
た
。
代
々
朱
子
学
を
奉
じ
る
竹
田
家
が
主
宰
す
る
東
学
問
所
・
修

猷
館
と
、
徂
徠
学
の
学
統
を
引
く
南
冥
を
祭
酒
と
し
た
西
学
問
所
・
甘
棠
館

で
あ
る
。
時
に
南
冥
四
二
歳
で
あ
っ
た
。
南
冥
は
そ
の
教
育
実
践
が
咸
宜
園

を
興
し
た
広
瀬
淡
窓

（
（
（

に
影
響
を
与
え
た
こ
と
で
知
ら
れ
る
よ
う
に
、
人
材
育

成
に
優
れ
る
一
方
で
、「
狂

き
ょ
う
け
ん

狷
」
を
以
て
自
任
し
、「
豪
放
に
し
て
大
行
を
重

ん
じ
て
細
瑾
を
顧
み
ず
、
尊
貴
に
屈
せ
ず
、
直
言
し
て
他
を
憚
ら
な
い
風
が

あ
っ
て
、
人
の
怨
み
を
か
っ
た

（
（
（

」。

一
七
九
〇
（
寛
政
二
）
年
に
は
寛
政
異
学
の
禁
が
発
せ
ら
れ
、
朱
子
学
が

唯
一
の
官
学
と
な
っ
た
。
幕
政
の
動
向
と
藩
内
の
主
導
権
争
い
と
が
絡
み
、

一
七
九
二
（
寛
政
四
）
年
、
南
冥
五
十
歳
の
時
、
藩
命
に
よ
り
廃
黜
さ
れ
る

（
（
（

。

そ
の
後
、
終
身
禁
足
の
中
で
も
著
述
を
続
け
、
代
表
的
著
述
と
な
る
『
論
語

語
由
』
も
脱
稿
後
十
三
年
の
歳
月
を
要
し
た
と
は
い
え
刊
行
を
見
る
。
し
か

し
、
一
七
九
八
（
寛
政
十
）
年
、
藩
学
と
し
て
の
甘
棠
館
は
唐
人
町
の
火
災

に
類
焼
し
て
消
失
し
た
の
を
機
に
廃
止
と
な
り
、
再
建
し
た
家
塾
や
自
宅
も

二
年
後
に
再
度
類
焼
す
る
。
南
冥
は
こ
の
頃
か
ら
心
疾
を
生
じ
る
よ
う
に
な

り
、一
八
一
四
（
文
化
十
一
）
年
、唐
人
町
か
ら
移
っ
た
百
道
松
原
の
自
宅
で
、

自
室
よ
り
出
火
し
て
死
亡
す
る
。
当
時
か
ら
自
焚
説
が
囁
か
れ
た
と
い
う
。

淡
窓
は
「
ソ
モ
ソ
モ
先
生
ノ
人
ト
ナ
リ
、
伸
ブ
ル
コ
ト
ヲ
能
ク
ス
レ
ド
モ
、

屈
ス
ル
コ
ト
ヲ
能
ク
セ
ズ
。
物
ニ
克
ツ
ニ
勇
ニ
シ
テ
己
ニ
克
ツ
ニ
怯よ

わ

シ
。
遂

ニ
千
尺
ノ
鯨
鯢
ヲ
以
テ
、
螻
蟻
ニ
困
メ
ラ
レ
タ
リ
。
豈
惜
マ
ザ
ル
ベ
ケ
ン

ヤ
（
（（
（

」
と
歎
じ
た
。

３
、
昭
陽
（
一
七
七
三
～
一
八
三
六
年
、
享
年
六
四
歳
）

昭
陽
は
、
諱
は
昱
、
通
称
は
昱
太
郎
、
字
は
元
鳳
、
号
に
は
月
窟
、
空
石
、

槃
谷
、
匏
居
、
天
山
遯
者
、
下
知
老
居
な
ど
が
あ
る
。
一
七
七
三
（
安
永
二
）

年
八
月
十
一
日
、
祖
父
と
父
が
家
業
を
築
い
た
福
岡
唐
人
町
に
南
冥
の
長
子

と
し
て
生
ま
れ
た
。
十
代
か
ら
経
・
子
の
注
を
抄
し
て
著
述
を
な
し
、「
麒

麟
児
」
と
称
さ
れ
た
。

一
七
九
〇
（
寛
政
二
）
年
（
昭
陽
十
八
歳
）
五
月
、
寛
政
異
学
の
禁
が
発

せ
ら
れ
る
。
一
七
九
二
年
、
西
学
祭
酒
で
あ
っ
た
南
冥
が
廃
黜
さ
れ
る
と
、

二
十
歳
に
し
て
、
父
の
後
を
受
け
て
家
督
を
相
続
し
、
西
学
訓
導
と
し
て
、

十
五
人
扶
持
を
給
せ
ら
れ
る
。
二
六
歳
の
一
七
九
八
（
寛
政
十
）
年
、
唐
人

町
で
出
火
、
甘
棠
館
が
類
焼
に
よ
り
消
失
す
る
と
、
藩
議
は
西
学
再
建
を
許

さ
ず
、
少
数
の
例
外
を
除
い
て

（
（（
（

甘
棠
館
教
員
の
儒
業
職
を
停
止
し
、
こ
れ
ら

を
平
士
と
し
た
。
昭
陽
も
十
五
人
扶
持
の
城
代
組
平
士
に
編
入
さ
れ
る
。
昭

陽
は
、
平
時
は
城
下
で
の
隊
伍
会

（
（（
（

勤
務
、
時
に
は
異
国
船
来
航
に
備
え
た
烽

火
台
勤
務

（
（（
（

な
ど
、
下
級
藩
士
と
し
て
の
勤
め
を
果
た
し
な
が
ら
、
家
塾
を
再
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興
し
て
教
学
と
著
述
を
続
け
る
。
一
八
〇
六
（
文
化
三
）
年
、
三
四
歳
の
時
、

福
岡
藩
の
支
藩
で
あ
る
秋
月
藩
主
の
参
勤
に
随
行
し
て
江
戸
に
赴
き
、
こ
の

間
、
藩
主
黒
田
長
舒
の
好
意
に
よ
っ
て
出
版
が
実
現
す
る
こ
と
と
な
っ
た
父

の
『
論
語
語
由
』
の
校
正
を
行
っ
た
。
長
舒
は
か
つ
て
南
冥
を
毎
月
秋
月
に

招
い
て
講
義
を
受
け
て
お
り
、
南
冥
廃
黜
の
後
は
昭
陽
が
代
講
し
て
い
た
。

昭
陽
は
翌
年
四
月
に
江
戸
か
ら
戻
っ
て
後
は
生
涯
福
岡
に
留
ま
っ
て
学
究
生

活
を
送
っ
た
。
一
八
三
六
（
天
保
七
）
年
五
月
一
七
日
没
す
。

昭
陽
の
代
表
作
に
つ
い
て
は
、『
毛
詩
考
』
あ
る
い
は
『
左
伝
纘
考
』
と

論
が
一
致
し
な
い
が

（
（（
（

、
そ
の
著
述
は
四
書
五
経
全
て
に
及
び
、
賦
集
『
東
遊

賦
』、
漢
文
体
日
記
『
烽
山
日
記
』
な
ど
文
学
創
作
も
少
な
く
な
い

（
（（
（

。 

亀
井
父
子
の
著
作
書
誌
を
編
ん
だ
阿
部
隆
一
は
昭
陽
を
こ
う
評
し
て
い
る
。

　

���

そ
の
気
象
は
豪
爽
に
し
て
慷
慨
、
情
に
厚
く
し
て
頗
る
父
の
風
が
あ
っ

て
、
冷
静
緻
密
な
考
証
論
考
の
間
に
経
世
の
志
気
を
発
せ
し
め
て
い
る
。

し
か
し
父
に
鑑
み
て
克
己
謹
粛
、
身
を
持
す
る
こ
と
をマ

マ

極
め
て
端
正
…

（
中
略
）
…
そ
の
学
識
は
経
史
百
家
に
通
じ
て
博
洽
、
そ
の
学
風
は
周

綜
精
究
、
特
に
古
文
辞
を
善
く
し
た
。
徂
徠
の
古
文
辞
学
は
詩
文
の
上

で
は
そ
の
力
を
発
揮
し
た
が
、
学
術
上
で
は
、
研
究
手
法
は
明
か
に
さ

れ
た
が
、
実
質
は
い
さ

かゝ
看
板
倒
れ
の
感
が
あ
る
。
そ
れ
を
大
成
し
て

成
果
を
上
げ
た
の
は
実
に
昭
陽
で
あ
る
。
昭
陽
は
徂
徠
学
派
が
示
し
た

研
究
方
法
を
文
献
学
上
に
実
際
に
応
用
し
て
、
古
言

・
古
文
法
・
古

字
に
関
す
る
深
き
薀
蓄
、
そ
の
比
類
稀
れ
な
鋭
敏
深
博
な
る
読
書
力
と

相
ま
っ
て
先
秦
古
書
を
縦
横
に
融
貫
参
校
対
比
し
て
古
義
を
明
に
し
、

古
典
解
釈
法
に
一
新
機
軸
を
開
き
、
考
証
注
釈
に
は
先
人
未
言
の
創
見

に
富
ん
だ
業
績
を
多
く
遺
し
た

（
（（
（

。

し
か
し
な
が
ら
、
昭
陽
の
学
は
、
一
つ
に
は
昭
陽
が
生
涯
地
方
に
留
ま
り
、

中
央
の
学
界
に
出
な
か
っ
た
た
め
、
更
に
は
、
そ
の
著
述
の
多
く
が
未
刊
の

ま
ま
、
写
本
の
形
態
で
弟
子
お
よ
び
少
数
の
学
者
の
間
に
伝
わ
る
の
み
で

あ
っ
た
た
め
、
一
般
に
広
く
知
ら
れ
て
い
な
い
。

以
上
、
南
冥
・
昭
陽
の
学
問
は
経
学
と
文
学
を
両
輪
と
し
て
い
て
、
徂
徠

学
派
の
特
徴
を
顕
著
に
示
し
て
い
る
。
亀
井
家
学
お
よ
び
昭
陽
の
学
問
と
人

生
の
困
難
の
背
景
に
は
、
当
時
支
配
的
で
あ
っ
た
朱
子
学
に
反
発
し
て
興
っ

た
徂
徠
学
の
一
時
の
隆
盛
と
、
つ
い
に
唯
一
の
官
学
と
な
っ
た
朱
子
学
と
の

対
立
…
と
い
っ
た
幕
末
日
本
の
学
問
・
思
想
の
動
向
が
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。

な
お
、
亀
井
三
代
に
は
、
当
時
の
社
会
に
お
い
て
は
相
対
的
に
富
裕
で
自

由
な
「
浦
」
出
身
の
気
風
を
反
映
す
る
と
さ
れ
る
侠
気
が
共
通
し
て
見
ら
れ
、

南
冥
は
「
儒
侠
」
を
自
称
し
て
も
い
る
。
平
民
出
自
に
由
来
す
る
こ
の
よ
う

な
気
質
と
上
昇
志
向
が
世
襲
の
士
族
や
儒
者
の
反
感
を
招
き
易
か
っ
た
こ
と

も
亀
井
家
の
悲
運
の
要
因
と
し
て
指
摘
さ
れ
て
い
る

（
（（
（

。

『
亀
井
南
冥
・
昭
陽
全
集
』
全
八
巻
九
冊
の
う
ち
七
冊
を
昭
陽
の
著
作
が

占
め
る
が
、
亀
井
家
学
に
関
す
る
著
述
や
研
究
は
南
冥
に
関
す
る
も
の
が
昭

陽
を
遥
か
に
凌
ぐ

（
（（
（

。
亀
井
家
学
は
、
南
冥
の
強
烈
な
個
性
と
起
伏
に
富
ん
だ

悲
劇
的
な
生
涯
に
よ
っ
て
耳
目
を
集
め
、
昭
陽
が
営
々
と
積
み
上
げ
た
学
術

成
果
に
よ
っ
て
そ
の
実
を
満
た
し
て
い
る
と
言
え
る
。

二
、『
楚
辭
玦
』
に
関
す
る
先
行
研
究

竹
治
貞
夫
は
「
邦
儒
の
楚
辞
研
究

（
（（
（

」
に
お
い
て
、
江
戸
か
ら
明
治
・
大
正

ま
で
の
楚
辞
研
究
を
概
説
す
る
中
で
、
江
戸
期
で
は
、
秦
鼎
の
『
楚
辭
燈
』

校
読
の
他
に
は
、
昭
陽
『
玦
』
の
み
を
採
り
上
げ
、
岡
松
甕
谷
『
楚
辭
考
』
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三
〇

の
前
に
置
く
。
管
見
の
限
り
、
日
本
で
『
玦
』
を
日
本
の
楚
辞
学
史
上
に
位

置
づ
け
た
最
初
で
あ
る
。
そ
の
注
解
の
特
色
と
し
て
、
透
徹
し
た
合
理
性
と

古
代
文
献
に
よ
る
適
切
な
徴
証
を
挙
げ
、
更
に
修
辞
に
着
目
し
た
鋭
利
な
指

摘
が
少
な
く
な
い
と
し
て
、「
片
々
た
る
小
冊
子
」
で
研
究
を
全
面
的
に
展

開
す
る
に
至
っ
て
い
な
い
が
、「
数
少
な
い
邦
儒
の
楚
辞
注
解
と
し
て
不
滅

の
価
値
を
有
す
る

（
（（
（

」
と
評
す
る
。

稲
畑
耕
一
郎
「
日
本
楚
辞
研
究
前
史
述

（
（（
（

评
」
は
、
楚
辞
関
連
文
献
の
伝
来
、

楚
辞
の
普
及
な
ど
、
七
世
紀
以
降
の
日
本
古
代
の
楚
辞
受
容
か
ら
説
き
起
こ

し
、
江
戸
期
に
隆
盛
し
た
漢
学
に
お
け
る
楚
辞
研
究
著
述
を
中
心
に
紹
介
す

る
。
朱
新
林
（
後
述
）
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
江
戸
期
の
楚
辞
学
に
つ
い
て

は
多
く
を
竹
治
前
掲
書
に
拠
っ
て
い
る
が
、
こ
の
時
期
の
楚
辞
学
に
つ
い
て

よ
り
明
確
に
自
身
の
評
価
を
示
し
て
い
る
。
稲
畑
は
、浅
見
絅
斎（
一
六
五
二

～
一
七
一
一
年
）『
楚
辭
師
説
』、
蘆
東
山
（
一
六
九
六
～
一
七
七
六
年
）

『
楚
辭
評
園
』、
亀
井
昭
陽
『
楚
辭
玦
』
と
、
時
系
列
的
に
採
り
上
げ
た
上
で
、

絅
斎
の
『
師
説
』
は
朱
注
を
踏
襲
し
た
も
の
で
独
自
見
解
は
少
な
い
と
し
て
、

「
江
戸
期
の
楚
辞
研
究
成
果
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
の
は
上
述
の
二
例
の
み

（
（（
（

」

（
つ
ま
り
、
東
山
『
評
園
』
と
昭
陽
『
玦
』）
と
し
て
い
る
。

し
か
し
、『
玦
』に
つ
い
て
、日
本
で
は
管
見
の
限
り
専
論
を
見
な
い
。
一
方
、

中
国
で
は
近
年
『
玦
』
に
関
す
る
専
論
が
続
い
て
い
る
。
そ
の
中
で
、
上
記

の
稲
畑
論
文
は
中
国
の
学
術
誌
に
中
国
語
で
発
表
さ
れ
て
い
る
た
め
、
中
国

で
の
影
響
力
が
大
き
い
よ
う
で
あ
る
。
ま
た
、
稲
畑
論
文
中
で
重
視
さ
れ
て

い
る
竹
治
の
『
楚
辞
研
究
』
も
同
様
に
注
目
さ
れ
、『
玦
』
を
含
め
、
中
国

に
お
け
る
日
本
楚
辞
学
の
成
果
の
認
知
お
よ
び
評
価
に
大
き
く
影
響
し
て
い

る
。
以
下
、
中
国
で
発
表
さ
れ
た
『
玦
』
に
関
す
る
主
な
論
考
を
見
て
み
る
。

朱
新
林
「
日
本
庆
应
义
塾
大
学
藏
龟
井
昭
阳
《
楚
辞
玦
》
写
本
考

（
（（
（

」
は
、

稲
畑
論
文
を
受
け
、
そ
れ
を
更
に
一
歩
進
め
る
形
で
、
江
戸
期
日
本
楚
辞
研

究
の
代
表
的
な
成
果
と
し
て
、
絅
斎
『
師
説
』、
東
山
『
評
園
』、
昭
陽
『
玦
』

を
挙
げ
、
三
者
の
中
で
特
に
昭
陽
『
玦
』
に
つ
い
て
、

　
　

�

日
本
学
者
第
一
部
独
立
注
解
《
楚
辞
》
的
研
究
著
作
，
突
破
了
以
朱

子
学
阐
发
大
义
，
鲜
关
考
证
的
《
楚
辞
》
研
究
方
法
，
开
始
以
汉
学

考
据
的
方
式
解
读
《
楚
辞
》
…
一
举
扭
转
了
此
前
以
朱
子
学
治
《
楚

辞
》
的
流
弊
，
奠
定
了
以
考
据
学
方
法
为
研
究
《
楚
辞
》
的
基
础
手

段
，
开
启
了
日
本
楚
辞
学
研
究
的
新
方
向
，
启
示
了
日
本
学
者
研
究

《
楚
辞
》
的
后
来
人
（
日
本
の
研
究
者
が
独
自
に
楚
辞
を
注
解
し
た
初

の
学
術
著
述
で
あ
り
、
朱
子
学
で
大
義
を
闡
明
し
、
考
証
を
軽
ん
じ
る

と
い
う
楚
辞
研
究
の
手
法
を
突
破
し
、
漢
学
考
証
の
手
法
で
楚
辞
を
解

読
す
る
こ
と
を
始
め
…
朱
子
学
で
楚
辞
を
治
め
る
と
い
う
従
来
の
悪
習

を
一
挙
に
転
換
し
、
考
証
学
の
手
法
を
楚
辞
研
究
の
基
本
的
手
法
と
し

て
位
置
付
け
、
日
本
楚
辞
学
の
新
方
向
を
開
き
、
後
世
の
日
本
人
楚
辞

研
究
者
に
範
を
示
し
た

（
（（（

）
。

と
高
く
評
価
す
る
。

他
に
、
周
涌
「
日
本
鈔
本
《
楚
辭
玦
》
整
理
與
研
究

（
（（
（

」、
黄
霊
庚
・
石
川

三
佐
男
「
龙マ

マ

井
昭
阳
与
《
楚
辞
玦

（
（（
（

》
」、
孫
金
鳳
「
林
云
铭
《
楚
辞
灯
》
在
日

本
的
传
播
与
影
响
」
な
ど
が
あ
る
。
こ
れ
ら
の
論
考
に
つ
い
て
は
、
以
下
に

お
い
て
適
宜
論
及
す
る
。
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三
一

三
、『
楚
辭
玦
』
の
成
書
過
程

『
玦
』
の
成
書
過
程
に
つ
い
て
は
、
昭
陽
の
日
記
中
に
具
体
的
な
記
述
を

見
つ
け
る
こ
と
が
出
来
る
。
日
記
の
記
述
に
つ
い
て
は
先
行
研
究
に
も
言
及

が
あ
る
が
、
原
文
に
拠
っ
て
お
ら
ず
、
単
純
な
誤
り
や
重
要
な
点
の
見
落
と

し
も
見
ら
れ
る
。
以
下
に
、
日
記
原
文
に
基
づ
い
て
具
体
的
に
検
証
す
る

（
（（
（

。

こ
の
日
記
は
『
空
石
日
記
』（
以
下
、『
日
記
』）。
空
石
は
昭
陽
の
号
で
あ

る
。
壮
年
の
四
六
歳
か
ら
晩
年
の
六
三
歳
ま
で
、
著
述
・
講
義
に
最
も
充
実

し
て
い
た
時
期
の
日
記
で
、
文
体
も
記
述
内
容
も
ご
く
簡
潔
で
あ
る
が
、
不

思
議
な
味
わ
い
が
あ
る
。
外
出
も
せ
ず
淡
々
と
続
く
学
究
生
活
に
、
妻
の
外

出
や
子
供
た
ち
の
訪
問
が
賑
わ
い
を
添
え
、
殆
ど
連
日
の
飲
酒
と
夜
更
し
の

記
録
に
ご
く
稀
に
混
じ
る
「
終
日
不
飮
」
に
諧
謔
が
滲
む
。
更
に
、
亀
井
家

を
訪
れ
る
人
々
か
ら
の
揮
毫
な
ど
の
所
望
と
謝
礼(

酒
と
肴
が
主)

の
品
名

と
量
が
出
納
帳
の
よ
う
に
記
録
さ
れ
、
不
遇
の
学
者
に
寄
せ
ら
れ
る
地
域
の

人
々
の
敬
意
と
支
援
が
感
じ
ら
れ
も
す
る
。
散
文
・
辞
賦
な
ど
文
学
作
品
で

の
評
価
も
高
か
っ
た
昭
陽
ら
し
い

（
（（
（

。

以
下
に
引
く
日
記
本
文
は
、
基
本
的
に
原
文
の
ま
ま
で
あ
る
が
、
読
み
や

す
さ
を
考
慮
し
て
、
筆
者
が
句
読
点
を
挿
入
し
、
括
弧
内
に
若
干
の
注
記
を

加
え
た
。「
…
」
は
省
略
、
□
は
判
読
不
能
文
字
を
示
す
。

１
、�

家
塾
で
の
楚
辞
講
義
　『
空
石
日
記
』
巻
十
一
、文
政
四
（
一
八
二
一

～
二
二
）
年
（
昭
陽
四
九
歳
）

三
月
十
八
日　

�

…
書
生
乞
夜
講
楚
辭
、
欣
然
校
之
、
借
道
革
楚
辭
燈
、
徹

夜
鶏
鳴
。
…
。

　
　

十
九
日　

…
夜
始
講
離
騒
。
…
。

　
　

二
〇
日　

以
病
辭
隊
伍
會
。
夜
講
屈
子
。

　
　

二
一
日　

…
物
子
會
。

　
　

二
二
日　

…
夜
講
離
騒
及
九
歌
之
三
、
頗
有
発
明
云
。
…
。

　
　

二
三
日　

校
九
歌
。
…
。

　
　

二
四
日　

…
夜
講
後
…
。

　
　

二
五
日　

…
終
日
不
飲
、
校
河
伯
、
山
鬼
。
…
夜
校
□
□
…
。

　
　

二
六
日　

…
校
天
問
。
…
徂
徠
集
會
。
夜
講
河
伯
至
天
問
。
…
。

　
　

二
七
日　

…
夜
校
天
問
徹
暁
。

　
　

二
八
日　

…
校
天
問
徹
夜
。
講
天
問
。

　
　

二
九
日　

…
天
問
校
了
。
…
。

四
月　

朔
日　

…
夜
校

（
（（
（

楚
辭
、
迫
鶏
鳴
臥
。

　
　
　

二
日　

…
徂
徠
集
會
。
…
夜
講
。　

　
　
　

三
日　

…
乞
聴
講
贈
酒
一
升
。
…
。

　
　
　

四
日　

…
夜
講
天
問
了
。　

　
　
　

五
日

（関
連
記
述
な
し
）

　
　
　

六
日　

…
夜
講
。　

　
　
　

七
日

（関
連
記
述
な
し
）　

　
　
　

八
日　

…
夜
講
。　

　
　
　

九
日
、
十
日
、
十
一
日

（関
連
記
述
な
し
）　　

　
　

十
二
日　

…
閲
蒙
問
添
刪
注
之
。
飲
初
夜
起
徹
暁
。　

　
　

十
三
日

（関
連
記
述
な
し
）　

　
　

十
四
日　

夜
講

（
（（
（

九
章
、
招
魂

（
（（
（

。
徹
夜
。　

　
　

十
五
日

（関
連
記
述
な
し
）

　
　

十
六
日　

…
物
子
會
。
…
招
魂
講
了
。
徹
夜
。

　
　

十
七
日　

…
徹
夜
。　
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三
二

　
　

十
八
日　

…
徹
夜
。

　
　
　

十
九
日　

…
夜
講
大
招
了
、
楚
辭
止
于
是
。
徹
夜
。

昭
陽
が
『
玦
』
を
家
塾
で
初
め
て
講
じ
る
発
端
か
ら
講
義
終
了
ま
で
の
経

緯
が
見
え
る
。
昭
陽
は
、
塾
生
に
楚
辞
講
義
を
乞
わ
れ
て
即
座
に
快
諾
、
そ

の
日
の
う
ち
に
藩
医
を
務
め
る
弟
子
の
道
革

（
（（
（

か
ら
『
燈
』
を
借
り
て
徹
夜
で

読
み
、
翌
日
か
ら
「
離
騒
」
の
夜
講
を
始
め
る
。
そ
の
翌
日
に
は
病
を
理
由

に
欠
勤
す
る
も
夜
講
は
休
ま
ず
、
発
端
か
ら
数
え
て
三
十
一
日
目
に
『
玦
』

に
収
め
る
諸
篇
の
講
義
を
終
了
し
て
い
る
。
講
義
で
採
り
上
げ
る
篇
と
そ
れ

ら
の
順
次
は
『
楚
辭
玦
』
収
録
作
お
よ
び
そ
れ
ら
の
篇
次
と
基
本
的
に
一
致

す
る
。

『
日
記
』
の
記
載
か
ら
は
、
収
録
篇
に
対
す
る
昭
陽
の
姿
勢
の
違
い
を
見

る
こ
と
も
出
来
る
。「
離
騒
」
に
つ
い
て
は
、
塾
生
に
講
義
を
乞
わ
れ
た
当

日
に
校
点
を
打
ち
始
め
、
徹
夜
で
『
燈
』
を
読
み
、
翌
日
か
ら
夜
講
を
始
め

て
い
る
。
一
方
、「
天
問
」
に
つ
い
て
は
校
点
に
少
な
く
と
も
四
日
を
費
や

し
た
上
で
夜
講
を
始
め
て
お
り
、「
離
騒
」
篇
の
準
備
期
間
は
そ
の
長
さ
と

難
度
か
ら
見
て
相
対
的
に
短
い
。
昭
陽
が
従
来
か
ら
「
離
騒
」
を
読
み
込
ん

で
い
た
こ
と
が
窺
わ
れ
る

（
（（
（

。

「
九
章
」「
招
魂
」「
大
招
」
の
三
篇
に
つ
い
て
は
、「
校
」
の
記
録
が
無
く
、

夜
講
の
記
録
の
み
が
有
る
。
四
月
四
日
の
「
天
問
」
講
義
終
了
か
ら
「
九
章
」

講
義
開
始
の
十
四
日
ま
で
十
日
間
あ
る
た
め
、
単
に
記
録
が
落
ち
て
い
る
だ

け
か
も
し
れ
な
い
が
、
二
招
で
の
注
で
引
用
・
言
及
さ
れ
る
文
献
は
、『
章
句
』

『
集
注
』『
燈
』
が
殆
ど
で
、
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
に
乏
し
い
。
あ
ま
り
精
力
を

割
い
て
い
な
い
、
重
視
し
て
い
な
い
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。

更
に
、「
遠
遊
」「
卜
居
」「
漁
父
」
の
三
篇
に
つ
い
て
は
、「
校
」
の
み
な

ら
ず
講
義
の
記
録
も
無
い
。
四
月
十
四
日
に
「
夜
講
九
章
招
魂
」
と
「
九
章
」

に
続
け
て
「
招
魂
」
を
講
義
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ら
三
篇
は
講
義
し

て
い
な
い
よ
う
で
あ
る
。
こ
れ
ら
三
篇
は
前
三
篇
よ
り
更
に
重
視
し
て
い
な

い
と
思
わ
れ
る
（
こ
れ
ら
の
問
題
に
つ
い
て
は
後
に
詳
述
）。

な
お
、
楚
辞
講
義
を
行
っ
て
い
る
こ
の
ひ
と
月
の
間
に
、
荻
生
徂
徠
の
著

述
に
関
す
る
研
究
会
と
思
わ
れ
る
「
物
子
會

（
（（
（

」「
徂
徠
集
會
」
を
二
回
ず
つ
、

計
四
回
行
っ
て
い
る
。
亀
井
家
塾
に
お
け
る
教
育
と
学
問
の
傾
向
を
反
映
す

る
と
言
え
る
。

２
、�『
楚
辭
玦
』
の
執
筆
　『
空
石
日
記
』
巻
三
八
、天
保
五
（
一
八
三
四
）

年
（
昭
陽
六
二
歳
）

　
　
八
月
十
九
日　

…
尚
書
卒
講
、
乞
講
楚
辭
。

　
　
　
　

二
十
日　

…
始
就
楚
辭
玦
緒
。　

　
　
　
　

二
一
日
～
二
三
日
（関
連
記
述
な
し
）

　
　
　
　

二
四
日　

…
離
騒
注
了
。
夜
會
。　

　
　
　
　

二
五
日
～
二
九
日
（関
連
記
述
な
し
）

　
　

晦
日
（三
十
日（

（（（

）　

九
歌

（
（（（

畢
、
及
天
問
。
…
。　　

　

九
月
朔
日
～
六
日
（関
連
記
述
な
し
）

　

九
月
七
日　

…
天
問
玦
了
。　

　
　
　
　
　

八
日
、
九
日
（関
連
記
述
な
し
）

　
　
　
　
　

十
日　

…
注
惜
誦
至

（
（（（

渉
江
。
…
。　

　
　
　
　

一
一
日
～
一
九
日
（関
連
記
述
な
し
）

　
　
　
　

二
十
日　

…
九
章
玦
了
。
…
。　

　
　
　
　

二
二
日
、
二
三
日
（関
連
記
述
な
し
）

　
　
　
　

二
三
日　

休
講
。
…
。　
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二
四
日　

又
休
。
…
。　

　
　
　
　

二
五
日
～
十
月
三
日
（関
連
記
述
な
し
）

　
　
　

十
月
四
日　

…
夜
楚
辭
會
。　

　
　
　
　
　

五
日　

楚
辭
玦
卒
業
、
七
十
二
枚
、
分
爲

（
（（（

上
下
巻
。

『
玦
』
執
筆
の
過
程
、
完
成
の
時
期
お
よ
び
完
成
時
の
形
態
が
確
認
で
き

る
。こ
の
時
は
前
回
楚
辞
を
講
じ
て
か
ら
十
二
年
が
経
過
し
て
い
る
。『
尚
書
』

を
講
じ
終
わ
っ
て
、
楚
辞
の
講
義
を
（
依
頼
者
の
記
載
が
無
い
が
、
今
回
も

お
そ
ら
く
塾
生
か
ら
）
乞
わ
れ
る
と
、
翌
日
に
は
執
筆
に
着
手
し
、
四
五
日

目
に
脱
稿
し
て
い
る
。
着
手
時
点
で
、『
楚
辭
玦
』
と
い
う
書
名
が
登
場
し
、

「
天
問
玦
」「
九
章
玦
」
と
い
う
表
現
も
見
え
る
。
書
物
と
し
て
ま
と
め
る
構

想
で
着
手
し
、
注
解
を
書
き
進
め
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
書
き
上
げ
た
時
点

で
の
原
稿
量
や
体
裁
も
具
体
的
に
記
さ
れ
て
い
る
。

前
回
は
諸
篇
を
「
校
」
じ
て
か
ら
「
夜
講
」
す
る
と
い
う
形
態
で
あ
っ
た
が
、

今
回
は
諸
篇
に
「
注
」
し
、「
玦
」
の
原
稿
が
仕
上
が
っ
て
行
く
、
と
い
う

形
に
な
っ
て
い
る
。
楚
辞
と
明
記
す
る
講
義
の
実
施
記
載
が
無
い
が
、「
乞

講
楚
辭
」
や
「
休
講
」
の
記
載
が
あ
り
、「
離
騒
注
了
」
し
た
八
月
二
四
日

の
夜
に
「
夜
會
」
を
、「
楚
辭
玦
卒
業
」
し
た
十
月
五
日
の
前
夜
に
「
楚
辭
會
」

を
行
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
や
は
り
塾
生
へ
の
講
義
を
行
っ
た
上
で
試
験
と

し
て
の
会
講
を
実
施
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る

（
（（
（

。

収
録
篇
へ
の
昭
陽
の
姿
勢
に
つ
い
て
は
、
こ
の
会
講
の
タ
イ
ミ
ン
グ
が
目

を
引
く
。「
離
騒
」篇
を
そ
の
他
諸
篇
と
は
独
立
さ
せ
て
会
講
を
行
っ
て
い
る
。

昭
陽
が
「
離
騒
」
篇
を
特
別
に
重
く
見
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。

ま
た
、
今
回
は
「
遠
遊
」「
卜
居
」「
漁
父
」「
招
魂
」「
大
招
」
の
五
篇
に

つ
い
て
記
載
が
無
い
。「
遠
遊
」「
卜
居
」「
漁
父
」
三
篇
に
つ
い
て
は
、
前

回
も
記
載
が
無
く
、今
回
も
（
他
篇
に
対
し
行
っ
て
い
る
）
注
を
加
え
、『
玦
』

原
稿
を
書
き
上
げ
て
い
く
と
い
う
作
業

（
（（
（

を
少
な
く
と
も
本
格
的
に
は
行
っ
て

い
な
い
よ
う
で
あ
る
。「
招
魂
」「
大
招
」
二
篇
に
つ
い
て
は
、
前
回
文
政
四

年
に
「
夜
講
」
の
記
録
が
あ
る
。
そ
の
時
の
講
義
ノ
ー
ト
が
ほ
ぼ
そ
の
ま
ま

『
玦
』
原
稿
に
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

３
、�『
楚
辭
玦
』
の
定
稿
　『
空
石
日
記
』
巻
三
八
～
四
十
、
天
保
五
～
六

（
一
八
三
四
～
三
五
）
年
（
昭
陽
六
二
～
六
三
歳
）

（十
月
五
日　

楚
辭
玦
卒
業
、
七
十
二
枚
、
分
爲
上
下
巻
）

　
　

…
中
略
…

十
月
二
一
日　

…
始
□
荘
子
瑣
説
。

　
　

…
中
略
…

十
一
月
四
日　

夜
荘
子
會

　
　

…
中
略
…

十
二
日　

孝
経
開
講　

　
　

…
中
略
…

十
二
月
十
六
日　

易
荘
子
卒
講

一
八
三
五
（天
保
六
）
年

　
　

…
中
略
…

一
月
十
三
日　

句
點
荘
子
説

　
　

…
中
略
…

十
五
日　

瑣
説
句
點
了
。
…
。

　
　

…
中
略
…

二
四
日　

荘
子
瑣
説
卒
業

　
　

…
中
略
…
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四

三
月
七
日　

易
（□
）荘
子
（天
運
）
続
講
。
…
。

　
　

…
中
略
…

六
月
二
日　

荘
子
卒
講

　
　

…
中
略
…

　
　

十
六
日　

礼
記
開
講
、
荘
子
煗
講

　
　

…
中
略
…

　
　

十
八
日　

易
論
□
煗
講
。

七
月
十
日　

講
老
子
。

　
　

…
中
略
…

七
月
二
五
日　

釘
楚
辭
玦
。
…
。

「
楚
辭
玦
卒
業
」（
脱
稿
）
か
ら
「
釘
楚
辭
玦
」（
定
稿
）
ま
で
十
数
か
月
、

こ
の
間
、『
玦
』
の
書
名
の
み
な
ら
ず
、
楚
辞
に
関
す
る
語
は
一
字
も
見
え
ず
、

『
荘
子
』『
孝

』『
易
』『

記
』『
老
子
』
な
ど
の
講
義
を
続
け
、『
荘
子
瑣

説
』
を
完
成
し
て
い
る
。
脱
稿
以
後
は
『
玦
』
原
稿
に
手
を
加
え
た
記
録
は

無
い
こ
と
か
ら
、
少
な
く
と
も
本
格
的
に
は
修
訂
を
加
え
る
こ
と
な
く
、
約

一
年
置
い
た
後
に
定
稿
と
し
た
よ
う
で
あ
る
。

以
上
か
ら
、『
玦
』
の
成
書
過
程
は
二
段
階
を
経
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。

文
政
四
年
に
家
塾
で
楚
辞
を
講
義
し
た
際
に
は
、
手
元
の
楚
辞
集
に
校
点
を

施
し
、
そ
れ
を
元
に
夜
講
を
行
っ
て
い
る
。
天
宝
五
年
に
家
塾
で
再
び
楚
辞

を
講
義
し
た
際
に
は
、
一
篇
ず
つ
注
を
加
え
て
、『
玦
』
原
稿
を
完
成
し
て

い
る
。
講
義
開
始
時
点
で
『
玦
』
の
書
名
が
出
て
お
り
、
当
初
か
ら
執
筆
の

構
想
が
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。

ま
た
、（
屈
原
賦
と
見
做
し
て
）
収
録
す
る
諸
篇
に
昭
陽
が
費
や
す
精
力
は
、

二
段
階
で
一
貫
し
て
い
る
。「
離
騒
」
は
会
講
の
タ
イ
ミ
ン
グ
か
ら
み
て
も
、

別
格
の
扱
い
で
、最
も
重
視
し
て
い
る
。「
九
歌
」「
天
問
」「
九
章
」
は
「
離

騒
」
に
次
ぐ
扱
い
と
言
え
る
。「
招
魂
」「
大
招
」
は
、
前
二
者
に
比
べ
て
格

段
に
軽
い
扱
い
で
、「
遠
遊
」「
卜
居
」「
漁
父
」
は
明
ら
か
に
重
視
し
て
い

な
い
。
昭
陽
の
諸
篇
へ
の
評
価
と
楚
辞
へ
の
関
心
の
傾
向
を
直
接
的
に
反
映

す
る
も
の
と
言
え
る
。

四
、『
楚
辭
玦
』
の
概
容

１
、
収
録
し
て
い
る
篇

資
料
１
は
現
存
最
古
の
楚
辞
集
、
王
逸
『
楚
辭
章
句
』(

以
下
『
章
句
』)

を
軸
に
、
三
大
古
注
で
あ
る
洪
興
祖
『
楚
辭
補
注
』(

以
下
『
補
注
』)

と

朱
熹
『
楚
辭
集
注
』（
以
下
『
集
注
』）、
お
よ
び
清
代
の
新
注
・
林
雲
銘
『
楚

辭
燈
』(

以
下
『
燈
』)

と
、
本
稿
が
考
察
対
象
と
す
る
『
玦
』
に
つ
い
て
、

収
録
作
品
を
対
照
し
た
も
の
で
あ
る
。

『
玦
』
の
収
録
作
品
は
『
燈
』
と
完
全
に
一
致
し
て
お
り
、
三
大
古
注
が

収
録
す
る
「
九
辯
」
お
よ
び
「
招
隠
士
」
以
降
の
後
継
作
品
を
収
め
な
い
。
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こ
の
よ
う
な
編
纂
方
針
に
つ
い
て
、
『
玦
』
に
は
序
文
も
跋
文
も
、『
燈
』
の

よ
う
な
「
凡
例
」
も
な
く
、撰
者
に
よ
る
表
明
は
な
い
が
、『
燈
』
は
「
凡
例
」

で
こ
う
述
べ
る
。

�
楚
辭
原
本
、
皆
有
續
離
騷
諸
作
、
綴
附
末
卷
、
大
約
無
屈
子
之
志
而
襲

其
文
、
猶
不
哀
而
哭
、
不
病
而
吟
、
詞
雖
工
、
非
其
質
矣
。
甚
至
以

莽
大
夫
之
反
離
騷
、
侈
口
狂
詆
、
亦
列
於
內
、
豈
非
辱
極
。
余
止
知

註
屈
、
不
知
屈
之
外
、
尚
有
人
能
續
、
尚
有
人
敢
續
者
。
…
今
一
概

從
刪
…

（
…
楚
辞
原
本
に
は
み
な
続

「
離
騒
」
諸
篇
が
収
め
ら
れ
て
い
る

が
、
屈
子
の
志
も
無
く
そ
の
文
に
倣
って
い
る
の
み
で
、
哀
し
く
も
無
い
の
に

泣
き
、
病
も
無
い
の
に
呻
き
声
を
上
げ
る
よ
う
な
も
の
、
文
辞
は
巧
で
も

内
実
を
伴
わ
な
い
。
甚
だ
し
く
は
王
莽
に
仕
え
た
揚
雄
が
出
鱈
目
に
謗
る

「
反
離
騒
」
ま
で
収
め
る
の
は
、
屈
辱
の
極
み
で
あ
る
。
私
は
屈
賦
に
注
す

る
の
み
、
屈
原
以
外
に
屈
賦
に
続
く
に
値
す
る
も
の
は
な
い
。
…
こ
こ
に
こ

れ
ら
全
て
を
削
除
す
る
…
）。

つ
ま
り
、
従
来
の
楚
辞
集
が
屈
賦
以
外
の
後
継
作
品
を
収
録
す
る
こ
と
を

批
判
し
て
、
屈
賦
（
と
認
め
る
作
品
）
の
み
を
収
録
す
る
と
い
う
の
で
あ
る

（
（（
（

。

以
上
、
①
『
玦
』
収
録
作
品
は
『
燈
』
と
完
全
に
一
致
し
、『
章
句
』
以

来
の
従
来
の
楚
辞
集
と
は
異
な
り
、
後
世
の
後
継
作
品
を
収
め
な
い
。②『
燈
』

の
こ
の
よ
う
な
編
纂
方
針
は
従
来
の
楚
辞
学
に
対
す
る
批
判
に
基
づ
く
も
の

で
あ
る
。
③
『
玦
』
収
録
作
品
が
従
来
の
楚
辞
集
と
大
き
く
異
な
り
、『
燈
』

と
完
全
一
致
す
る
の
は
、『
燈
』
が
主
張
す
る
楚
辞
観
に
共
鳴
し
た
上
で
の

一
致
で
あ
る
可
能
性
が
あ
る

（
（（
（

。

２
、
現
存
す
る
写
本

『
玦
』
テ
キ
ス
ト
に
つ
い
て
は
、
現
存
す
る
写
本
六
本
を
入
手
し
て
比
較

検
討
し
、
い
ず
れ
も
誤
写
が
多
い
た
め
、
そ
の
中
で
最
も
善
本
で
あ
る
慶
応

本
を
底
本
と
し
な
が
ら
も
諸
本
を
照
合
し
て
改
め
た

（
（（
（

。
六
本
の
写
本
は
、
巻

頭
「
離
騒
」
篇
の
題
下
注
の
相
違
に
よ
り
大
き
く
二
分
出
来
る
。

甲
類

：

「
離
騷
」
の
語
義
に
つ
い
て
、『
史
記
』
の
説
を
「
未
詳
」
と
す
る
。

　
①
大
阪
大
学
附
属
図
書
館
懐
徳
堂
文
庫
蔵
本
（
以
下
「
阪
大
本
」)

　
②
京
都
大
学
附
属
図
書
館
蔵
本
（
以
下
「
京
大
本
」）

　
③
国
士
舘
大
学
附
属
図
書
館
楠
本
文
庫
蔵
本
（
以
下
「
国
士
舘
本
」）

乙
類

：

「
離
騷
」
語
義
に
つ
い
て
、『
史
記
』
の
説
を
「
九
歌
」
を
引
い

て
解
釈
す
る
。

　
④
九
州
大
学
附
属
図
書
館
逍
遥
文
庫
蔵
本
（
以
下
「
九
大
本
」）

　
⑤
慶
應
義
塾
大
学
附
属
図
書
館
斯
道
文
庫
蔵
本
（
以
下
「
慶
応
本
」）

　
⑥
二
松
学
舍
大
学
附
属
図
書
館
蔵
本
（
以
下
「
二
松
本
」）

こ
の
甲
乙
二
分
類
の
妥
当
性
に
つ
い
て
は
、「
離
騒
」
篇
「
忳
」
注
文
の
「
溘

死
而
流
亡
、
言
投
水
流
尸
也
」
十
一
字
の
有
無
な
ど
、
注
文
中
の
そ
の
他
の

異
同
に
お
け
る
一
致
で
も
裏
付
け
ら
れ
る(

詳
し
く
は
、
Ⅱ
巻
末
校
勘
参
照)

。

な
お
、黄
靈
庚
主
編
『
楚
辭
文
獻
叢
刊

（
（（
（

』
第
七
七
册
に
「
楚
辭
玦
一 

鈔
本
」

と
し
て
阪
大
本
を
、「
楚
辭
玦
二 

鈔
本
」
と
し
て
国
士
舘
本
を
、
第
七
八
册

に
「
楚
辭
玦
三 

鈔
本
」
と
し
て
京
大
本
を
収
め
る
。

ま
た
、周
論
文
（
一
頁
）
が
阪
大
本
、京
大
本
と
並
列
し
て
、「
雷
山
本
（
雷

山
古
刹
蔵
）」
を
挙
げ
る
が
、国
士
舘
本
巻
頭
（『
玦
』
書
名
の
前
頁
）
に
「
亀

井
昭
陽
著
　
雷
山
古
刹
舊
蔵
」
の
貼
り
込
み
が
有
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
「
雷

山
本
」
は
国
士
舘
本
の
こ
と
と
思
わ
れ
る

（
（（
（

。
他
に
、
文
教
大
学
図
書
館
、
中
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国
科
学
院
図
書
館
に
写
本
の
所
蔵
が
あ
る
と
す
る
文
献
が
あ
る
が
、
こ
れ
ま

で
の
と
こ
ろ
所
蔵
を
確
認
で
き
な
い

（
（（
（

。

（
１
）「
離
騒
」
題
下
注
の
異
同
か
ら
み
る
写
本
六
本
の
相
関
関
係

　
以
下
、
違
い
が
あ
る
箇
所
を
下
線
で
示
す
。
改
行
は
原
文
の
通
り
。
□

は
空
格
を
示
す
。

甲
類

：

①
阪
大
本

楚
辭
玦　
　
　
　
　
　
　

龜
井
昱
撰
　
　
…
「
巻
上
」
無
し
。
撰
者
名
あ
り
。

離
騷
□
史
記
離
騷
猶
離
憂
也
案
未
詳
篇
中
有
離
左
　
…
「
尤
」
が
「
左
」
に
。

　
字
蓋
離
罹
同
□
一
云
離
別
也
騷
愁
也

　

通
篇
四
句
一
□
轄
讀
者
要
案
之
而
不
錯
焉
　
…�

「
一
轄
」
の
間
に
空
格

あ
り
。

②
京
大
本

楚
辭
玦
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…
「
巻
上
」
無
し
。
撰
者
名
な
し
。

離
騷
□
史
記
離
騷
猶
離
憂
也
案
未
詳
篇
中
有
離
尤
　
…�
「
尤
」
が
崩
れ
て

「
龙
」
に
近
い
。

　
字
蓋
離
罹
同
□
一
云
離
別
也
騷
愁
也

　

通
篇
四
句
一
轄
讀
者
要
案
之
而
不
錯
焉
　
　

③
国
士
舘
本

楚
辭
玦
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…
「
巻
上
」
無
し
。

離
騷
□
史
記
離
騷
猶
離
憂
也
案
未
詳
篇
中
有
離
尤　

　

字
蓋
離
罹
同
□
一
云
離
別
也
騷
愁
也

　

通
篇
四
句
一
轄
讀
者
要
案
之
而
不
錯
焉

乙
類

：

④
九
大
本

楚
辭
玦
巻
上
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…
「
巻
上
」
有
り
。

離
騷
□
史
記
離
騒
猶
離
憂
也
蓋
離
別
而
憂
也
九
歌
　
…�

改
行
位
置
が
異
な
る
。

思
公
子
兮
徒
離
憂
又
為
離
尤
離
慜
之
離
亦
通

通
篇
四
句
一
轄
讀
者
要
案
之
而
不
錯
焉

⑤
慶
応
本

楚
辭
玦
巻
上
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…
「
巻
上
」
有
り
。

離
騷
□
史
記
離
騒
猶
離
憂
也
蓋
離
別
而
憂
也

九
歌
思
公
子
兮
徒
離
憂
又
為
離
左
離
慜
之
離
亦
通
　
…
「
尤
」
が
「
左
」
に
。

通
篇
四
句
一
轄
讀
者
要
案
之
而
不
錯
焉

⑥
二
松
本

楚
辭
玦
巻
上
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…
「
巻
上
」
有
り
。

離
騷
□
史
記
離
騒
猶
離
憂
也
蓋
離
別
而
憂
也
九
歌
　
…�

改
行
位
置
が
異
な

る
。「
猶
」
が
手

偏
に
。

思
公
子
兮
徒
離
憂
又
為
離
尤
離
慜
之
離
亦
通
　
…�

「
尤
」
が
崩
れ
て
「
龙
」

に
近
い
。

通
篇
四
句
一
轄
讀
者
要
案
之
而
錯
焉
　
…�

「
不
錯
」
の
「
不
」
が
欠
け
、

朱
筆
で
添
書
き
。

（
２
）「
離
騷
」
注
文
の
異
同
か
ら
見
る
写
本
六
本
の
相
関
関
係
　
　
　

「
離
騷
」
篇
「
曰
黄
昏
」
の
注
「
二
句
出
九
章
錯
衍
可
削
」
に
付
さ
れ
る

割
注
「
王
氏
無
注
則
必
非
別
脱
二
句
。
羌
字
注
後
出
」
に
つ
い
て
、後
半
「
羌

字
注
後
出
」
五
文
字
を
有
す
る
本
と
欠
く
本
が
有
る

（
（（
（

。

甲
類

：



宮崎公立大学人文学部紀要　第 25 巻　第 1 号

三
七

①
阪
大
本
　
　
…
無
し
。

②
京
大
本
　
　
…
割
注
に
無
い
が
、
眉
注
に
「
羌
字
注
後
出
」
と
書
入
れ
。

③
国
士
舘
本
　
…
「
羌
字
注
後
出
」
有
り
。

乙
類

：

④
九
大
本
　
　
…
「
羌
字
注
後
出
」
有
り
。

⑤
慶
応
本
　
　
…
「
羌
字
注
後
出
」
有
り
。

⑥
二
松
本
　
　
…
「
羌
字
注
後
出
」
有
り
。

以
上
、
写
本
六
本
の
違
い
に
つ
い
て
、
改
行
箇
所
や
空
格
の
有
無
、
字
形

な
ど
、
抄
写
者
に
よ
っ
て
偶
然
に
発
生
し
得
る
違
い
は
置
い
て
、
体
裁
、
注

文
の
有
無
な
ど
、
祖
本
や
抄
写
の
元
と
な
っ
た
本
の
系
統
の
違
い
に
関
わ
る

点
を
比
較
す
る
と
、
資
料
２
の
よ
う
に
な
る
。

以
上
か
ら
、
写
本
六
本
に
つ
い
て
、
ま
ず
、
甲
乙
の
二
分
が
妥
当
で
あ
る

こ
と
、
次
に
、
そ
の
甲
乙
二
群
は
成
立
に
お
い
て
、
前
者
が
先
に
、
後
者
が

後
に
成
立
し
て
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
最
後
に
、
甲
類
三
本
に
つ
い
て
、

①
割
注
「
羌
字
注
後
出
」
を
欠
く
、
②
眉
注
に
注
記
す
る
、
③
本
文
に
有
る
、

の
三
様
態
か
ら
、
① 

② 

③
と
い
う
成
立
順
を
仮
定
出
来
る
。

３
、『
楚
辭
玦
』
の
底
本
に
つ
い
て

　『
玦
』
の
定
本
に
つ
い
て
、
こ
れ
ま
で
の
先
行
研
究
に
お
い
て
挙
げ
ら

れ
て
い
る
の
は
、
主
に
荘
允
益
校
『
王
註
楚
辭
』、
林
雲
銘
『
楚
辭
燈
』、
朱

熹
『
楚
辭
集
注
』
の
三
説
で
あ
る
。
以
下
、
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
、
先
行
研

究
が
挙
げ
る
論
拠
を
検
証
し
、
当
否
を
検
討
す
る
。

（
１
）
荘
允
益
校
『
王
註
楚
辭
』（
以
下
、
莊
本
）
説

竹
治
貞
夫
『
楚
辞
研
究
』
は
「（『
玦
』
は
）
離
騒
の
『
駝
椒
丘
』
に
つ
い
て
、

『
余
拠

（
（（
（

莊
子
謙
校
本
、
馳
字
皆
作
駝
、
閲
字
典
不
載
。』
と
云
っ
て
い
る
か
ら
、

そ
の
底
本
は
寛
延
三
年
刊
王
註
楚
辞
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。」
と
す
る

（
（（
（

。

し
か
し
、
筆
者
が
別
稿
で
指
摘
し
た
よ
う
に
、『
玦
』「
離
騒
」
注
中
の
莊

本
引
用
計
七
回
は
全
て
楚
辞
テ
キ
ス
ト
の
校
勘
で
あ
る
。
こ
こ
か
ら
、
昭
陽

が
楚
辞
テ
キ
ス
ト
の
校
勘
を
莊
本
で
行
っ
て
い
る
こ
と
は
確
か
で
あ
る
が
、

底
本
と
断
定
す
る
根
拠
と
し
て
は
不
十
分
で
あ
る
。
と
は
い
え
、
筆
者
の
こ

れ
ま
で
の
作
業
か
ら
、
荘
本
が
底
本
で
あ
る
可
能
性
は
否
定
で
き
な
い
。
そ

の
理
由
は
主
に
以
下
三
点
で
あ
る
。

ま
ず
、
昭
陽
の
『
日
記
』
は
文
政
四
年
に
楚
辞
講
義
を
始
め
る
契
機
を
記

し
て
、「
書
生
乞
夜
講
楚
辭
、
欣
然
校
之
、
借
道
革
楚
辭
燈
、
徹
夜
鶏
鳴
」

と
言
う
。
も
し
、
こ
の
記
述
が
も
の
ご
と
の
前
後
関
係
を
正
確
に
反
映
し
て

い
る
の
で
あ
れ
ば
、
昭
陽
が
「
欣
然
と
し
て
之
を
校
」
し
た
の
は
『
燈
』
を

版本

項目
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借
り
る
前
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
つ
ま
り
校
点
を
打
っ
た
の
は
『
燈
』
と
は

別
の
楚
辞
集
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
で
あ
れ
ば
、
そ
の
後
に
家
塾
で
楚
辞
を

講
じ
る
間
の
「
校
」
と
「
講
」
の
反
復
に
お
け
る
「
校
」
も
こ
の
楚
辞
集
に

対
す
る
「
校
」
で
あ
る
可
能
性
を
排
除
出
来
な
い
。『
玦
』「
離
騒
」
注
が
引

用
・
言
及
す
る
楚
辞
注
は
『
章
句
』
十
件
、
荘
本
七
件
（
全
て
楚
辞
本
文
の

校
勘
）、『
燈
』
七
件
、『
文
選
』
二
件
で
あ
る
。
す
る
と
、手
元
に
あ
っ
て
「
校
」

し
た
の
は
、
荘
本
で
あ
ろ
う
か
？

次
に
、「
離
騒
」「
國
無
人
（
兮
）
莫
我
知
兮
」
に
『
玦
』
が
「
七
字
一
句
」

と
注
す
る
点
で
あ
る
。「
七
字
一
句
」
と
い
う
こ
と
は
、『
玦
』
底
本
で
は
「
國

無
人
」
の
後
に
「
兮
」
字
が
無
い
は
ず
で
あ
る
。『
玦
』
底
本
説
が
あ
る
三

書
の
う
ち
『
集
注
』、『
燈
』
和
刻
本
（
秦
本
・
河
内
本
と
も

（
（（
（

）
に
は
「
兮
」

字
が
有
り
、「
兮
」
字
が
無
い
の
は
荘
本
の
み
で
あ
る

（
（（
（

。

最
後
に
、「
遠
遊
」「
卜
居
」「
漁
父
」
三
篇
の
『
玦
』
注
を
め
ぐ
る
問
題

が
あ
る
。
こ
れ
ら
三
篇
に
つ
い
て
は
、
文
政
四
年
、
天
宝
五
年
と
も
に
『
日

記
』
に
記
載
が
無
い
。
三
章
で
見
た
よ
う
に
、
他
篇
に
つ
い
て
は
、
文
政
四

年
に
は
底
本
に
校
点
を
打
ち
、
家
塾
で
講
義
す
る
過
程
が
、
天
宝
五
年
に
は

注
解
を
書
き
進
め
、『
玦
』
稿
が
一
篇
ず
つ
出
来
上
が
っ
て
い
く
過
程
が
記

録
さ
れ
て
い
る
。
す
る
と
、こ
れ
ら
三
篇
に
対
し
て
は
、「
校
点
」「
講
義
」「
注

解
」
い
ず
れ
も
大
き
な
精
力
を
割
い
て
い
な
い
こ
と
は
確
実
で
あ
り
、
こ
れ

ら
三
篇
に
つ
い
て
の
『
玦
』
注
は
最
小
限
の
基
本
作
業
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

実
際
に
三
篇
の
『
玦
』
注
を
見
て
み
る
と
、
非
常
に
簡
略
な
も
の
で
、「
卜

居
」
は
二
句
に
つ
い
て
計
二
行
の
み
、
引
用
・
言
及
文
献
は
無
い
。「
漁
父
」

も
五
句
に
つ
い
て
計
六
行
、
引
用
・
言
及
文
献
は
『
史
記
』
三
例
の
み
で
あ

る
。「
遠
遊
」
注
は
前
二
篇
に
比
し
て
や
や
詳
細
で
、引
用
・
言
及
も
『
集
注
』

一
例
、『
燈
』
十
例
、『
荘
子
』
二
例
、『
史
記
』
一
例
と
や
や
多
彩
で
あ
る
が
、

「
遠
遊
」
注
で
注
目
す
べ
き
は
、楚
辞
本
文
の
異
同
に
つ
い
て
の
校
勘
で
あ
る
。

　
①
「
徑
侍
」
注
「
侍
當
作
待
…
」
②
「
欲
遠
度
世
」
注
「
…
林
本
無
遠
字
」

③
「
張
樂
咸
池
」
注
「
林
本
無
樂
字
爲
優
…
」
の
全
三
例
で
あ
る
が
、
①
に

つ
い
て
は
、「
侍
」
と
し
て
い
る
の
は
荘
本
で
、「
待
」
と
し
て
い
る
の
は
『
集

注
』
と
『
燈
』
で
あ
る
。
②
も
「
欲
遠
度
世
」
と
し
て
い
る
の
は
荘
本
で
、『
燈
』

の
み
な
ら
ず
『
集
注
』
も
「
遠
」
字
を
欠
い
て
「
欲
度
世
」
と
な
っ
て
い
る
。

③
も
「
張
樂
咸
池
」
と
し
て
い
る
の
は
荘
本
で
、
こ
こ
で
も
『
燈
』
の
み
な

ら
ず
『
集
注
』
も
「
樂
」
字
を
欠
い
て
い
る
。

つ
ま
り
、
楚
辞
本
文
は
全
て
荘
本
と
、
校
勘
内
容
は
三
箇
所
と
も
『
集
注
』

『
燈
』
と
同
一
で
あ
る
が
、『
玦
』
は
『
燈
』
に
し
か
言
及
し
な
い
。
す
る
と
、

『
玦
』
底
本
は
荘
本
で
、
校
勘
を
『
燈
』
で
行
い
、『
集
注
』
は
参
照
し
て
い

な
い
、
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
か
？

（
２
）
林
雲
銘
『
楚
辭
燈
』
説

上
述
し
た
稲
畑
論
文
（
五
八
頁
）
は
『
玦
』
を
「
読
騒
札
記
」（
楚
辞
読

書
メ
モ
）
と
評
し
て
い
る
が
、
朱
論
文
（
八
六
頁
）
は
稲
畑
の
観
点
を
受
け

て
、
更
に
進
ん
で
、
以
下
の
よ
う
に
言
う
。

　

�

该
书
采
林
云
铭
《
楚
辞
灯
》
所
收
屈
原
二
十
七
篇
（
筆
者

：

収
録
篇

の
列
記
を
省
略
）加
以
注
解
，
内
容
属
于
『
读
骚
札
记
』
，
以
林
云
铭

《
楚
辞
灯
》
为
底
本
，
参
以
王
逸
《
楚
辞
章
句
》
、
洪
兴
祖
《
楚
辞
补

注
》
、
《
文
选
》
六
臣
注
《
楚
辞
》
、
庄
允
益
《
楚
辞
王
注
校
本
》
等

研
究
成
果
，
仿
照
王
念
孙
《
读
书
杂
志
》
体
例
…

つ
ま
り
、『
玦
』
は
『
燈
』
所
収
の
屈
原
賦
二
七
篇
に
対
し
て
注
解
を
加

え
た
「
読
騒
札
記
」
で
、『
燈
』
を
底
本
と
し
、
王
逸
『
章
句
』、
洪
興
祖
『
楚
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辭
補
注
』、『
文
選
』
六
臣
注
『
楚
辭
』、
荘
本
な
ど
を
参
照
し
、
王
念
孫
『
読

書
雑
誌
』
の
体
裁
に
倣
っ
て
い
る
と
言
う
。
し
か
し
、
な
ぜ
収
録
作
品
が
一

致
す
れ
ば
、『
燈
』
を
底
本
と
し
て
注
解
を
加
え
た
も
の
と
断
定
で
き
る
の
か
、

具
体
的
論
拠
は
示
し
て
い
な
い
。

他
に
、
孫
論
文
（
一
四
七
頁
）
が
、
ま
ず
『
玦
』
は
『
燈
』
を
底
本
と
し

た
も
の
と
断
定
し
、
続
い
て
黄
・
石
川
論
文
の
『
日
記
』
引
用
部
分
「
借
道

革
楚
辭
燈
、
徹
夜
鶏
鳴
」
を
引
き
、
更
に
『
玦
』
と
『
燈
』
の
収
録
作
品
が

一
致
す
る
こ
と
を
指
摘
す
る
が
、
日
記
記
載
や
収
録
作
品
が
『
玦
』
底
本
を

『
燈
』
と
断
定
す
る
根
拠
と
は
明
言
し
て
い
な
い
。

筆
者
は
上
述
し
た
別
稿
に
お
い
て
、『
玦
』
の
底
本
は
『
燈
』
の
可
能
性

が
最
も
高
く
、
荘
本
は
対
校
本
で
あ
る
い
う
見
解
を
示
し
た
。
論
拠
は
、
①

成
書
過
程
か
ら
、昭
陽
に
よ
る
楚
辞
講
義
お
よ
び
『
玦
』
執
筆
と
も
に
『
燈
』

と
密
接
な
関
係
を
有
す
る
こ
と
が
分
か
る
こ
と
、
②
二
書
の
収
録
作
品
が
完

全
に
一
致
す
る
こ
と
、
③
先
行
楚
辞
注
の
う
ち
『
燈
』
を
肯
定
的
に
評
価
す

る
姿
勢
が
顕
著
で
あ
る
こ
と
、④
『
玦
』
の
編
纂
形
態
や
注
解
姿
勢
が
『
燈
』

「
凡
例
」
が
謳
う
編
纂
方
針
と
殆
ど
逐
一
共
鳴
す
る
こ
と
、
の
四
点
で
あ
る
。

そ
し
て
、
も
う
一
点
、
当
該
論
文
で
は
紙
幅
の
関
係
か
ら
簡
潔
に
指
摘
す

る
に
留
め
た
が
、『
玦
』「
九
章
」
注
の
執
筆
が
『
燈
』
を
底
本
に
行
わ
れ
て

い
る
可
能
性
を
指
摘
で
き
る
こ
と
が
あ
る
。『
日
記
』
天
保
五
年
九
月
十
日

に
「
九
章
」
注
執
筆
に
つ
い
て
「
…
注
惜
誦
至
渉
江
。」
と
あ
る
が
、『
章
句
』

や
『
集
注
』
の
「
九
章
」
篇
次
の
よ
う
に
、「
惜
誦
・
渉
江
・
哀
郢
・
抽
思
・

懐
沙
・
思
美
人
・
惜
徃
日
・
橘
頌
・
悲
回
風
」
と
「
惜
誦
」
と
「
渉
江
」
が

連
続
し
て
い
る
の
で
あ
れ
ば
、「
至
」
と
い
う
表
現
に
は
な
ら
な
い
は
ず
と

思
わ
れ
、
こ
の
注
解
執
筆
の
底
本
で
は
、『
燈
』
の
「
九
章
」
篇
次
「
惜
誦
・

思
美
人
・
抽
思
・
渉
江
・
橘
頌
・
悲
回
風
・
惜
往
日
・
哀
郢
・
懐
沙
」
の
よ

う
に
「
惜
誦
」
と
「
渉
江
」
が
隔
た
っ
て
い
る
可
能
性
が
高
い

（
（（
（

。

（
３
）
朱
熹
『
楚
辭
集
注
』
説

周
涌
は
朱
熹
『
集
注
』
を
『
玦
』
の
定
本
と
し
、
そ
の
根
拠
と
し
て
二
点

を
挙
げ
る
。
ま
ず
、

　

�

《
楚
辭
玦
》
條
目
引
文
，
多
與
朱
本
相
吻
合
，
蓋
底
本
用
朱
注
本
，
故

其
校
勘
，
多
以
朱
注
本
為
依
歸
。
參
校
者
，
乃
《
補
注
》
本
、
單
刻
《
章

句
》
本
、
莊
本
、
林
注
本
和
屈
注
本
等
，
此
外
，
還
有
部
份
校
勘
亦
參

考
了
《
文
選
》
本

（
『
玦
』
が
見
出
し
語
と
し
て
掲
げ
る
楚
辞
本
文
は
、

多
く
が

『
集
注
』
と
一
致
す
る
た
め
、
底
本
に
用
い
た
の
は

『
集
注
』

で
あ
ろ
う
。
こ
の
た
め
、
校
勘
は
多
く
が

『
集
注
』
に
依
拠
し
て
い
る
。

対
校
本
と
し
て
は
、
『
補
注
』
、
『
章
句
』
、
莊
本
、
『
燈
』
、
屈
注
本

（
屈

復

『
楚
辭
新
注
』
）
な
ど
の
他
に
、
一
部
の
校
勘
に
は

『
文
選
』
も

参
照
し
て
い
る
）
。

つ
ま
り
、『
玦
』
に
引
用
さ
れ
る
楚
辞
本
文
の
「
多
く
」
が
『
集
注
』
と

符
合
す
る
た
め
と
言
う

（
（（
（

。「
多
く
」
が
一
致
す
る
と
い
う
の
は
一
般
に
論
拠

と
し
て
不
十
分
で
あ
る
が
、
加
え
て
、『
燈
』
が
『
集
注
』
を
底
本
と
し
て

い
る
た
め
（
上
述
）、『
玦
』
の
底
本
が
『
燈
』
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
楚
辞

本
文
が
『
集
注
』
と
「
多
く
符
合
」
す
る
こ
と
に
な
る
た
め
、
更
に
論
拠
と

す
る
に
は
不
十
分
で
あ
る

（
（（
（

。

次
に
、周
は
、「
離
騒
」
篇
「
使
夫
百
草
爲
之
不
芳
」
注
の
異
同
を
め
ぐ
っ
て
、

『
集
注
』
が
「
巫
咸
之3

言
止
此
」
と
言
い
、『
燈
』
が
「
巫
咸
言
止
此
」
と
言

う
の
に
対
し
、『
玦
』
が
「
巫
咸
之3

言
止
此
」
と
な
っ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
て
、

『
玦
』
の
底
本
が
『
集
注
』
で
あ
る
こ
と
の
証
左
で
あ
る
と
主
張
す
る

（
（（
（

。
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こ
れ
は
、『
集
注
』
注
「
巫
咸
之
言
止
此
」
を
『
燈
』
が
踏
襲
す
る
も
「
之
」

字
が
欠
け
た
も
の
で
あ
る
が
、
こ
の
箇
所
の
『
玦
』
注
全
文
を
見
れ
ば
「
林

云
巫
咸
之
言
止
此
。
蓋
林
説
似
是
」（
林
は
「
巫
咸
之
言
止
此
」
と
言
う
。

お
そ
ら
く
林
説
が
正
し
い
）
と
言
っ
て
お
り
、
明
ら
か
に
『
燈
』
注
を
引
い

て
い
る
箇
所
で
あ
る
。
こ
の
「
之
」
字
の
有
無
で
『
玦
』
の
底
本
が
『
燈
』

で
は
無
く
、『
集
注
』
で
あ
る
確
証
と
す
る
の
は
無
理
が
あ
る
。

と
は
い
え
、『
玦
』
注
に
お
け
る
『
集
注
』
の
存
在
感
は
気
に
な
る
と
こ

ろ
で
あ
る
。
と
い
う
の
も
、
三
章
で
見
た
よ
う
に
、「
招
魂
」「
大
招
」
の
二

招
に
つ
い
て
、『
日
記
』
文
政
四
年
に
は
「
夜
講
」
の
記
載
は
あ
る
が
、
そ

れ
に
先
立
つ
は
ず
の
「
校
」
の
記
載
は
無
く
、天
宝
五
年
に
行
っ
て
い
る
『
玦
』

執
筆
の
記
録
に
二
招
は
登
場
し
な
い
。
つ
ま
り
、
昭
陽
は
二
招
に
対
し
て
多

く
の
精
力
を
か
け
て
お
ら
ず
、『
玦
』
二
招
注
は
上
述
し
た「
遠
遊
」「
卜
居
」「
漁

父
」
三
篇
と
同
様
に
、
最
小
限
の
基
本
作
業
を
反
映
し
て
い
る
の
で
は
な
い

か
と
思
わ
れ
る
。
そ
こ
で
、二
招
注
を
見
て
み
る
と
、『
章
句
』『
集
注
』『
燈
』

か
ら
の
引
用
が
主
で
、
荘
本
に
よ
る
校
勘
と
先
秦
文
献
に
つ
い
て
の
知
見
が

ま
ま
挿
入
さ
れ
る
。具
体
的
に
は
、「
招
魂
」注
に
登
場
す
る
楚
辞
注
は『
章
句
』

八
例
、『
集
注
』
十
五
例
、『
燈
』
十
五
例
、「
古
注
・
旧
説
」
四
例
、
荘
本

一
例
（
校
勘
）。「
大
招
」
注
で
は
、『
章
句
』
八
例
、『
集
注
』
十
七
例
、『
燈
』

七
例
、
荘
本
一
例
（
校
勘
）
で
あ
る
。『
集
注
』
の
比
重
は
重
い
。

以
上
を
ま
と
め
る
と
、『
玦
』
の
底
本
に
関
し
て
、
先
行
研
究
に
於
い
て

提
起
さ
れ
て
い
る
三
説
は
い
ず
れ
も
他
二
説
を
完
全
に
排
除
す
る
に
十
分
な

決
定
的
論
拠
を
欠
い
て
お
り
、
最
終
的
な
結
論
を
見
る
に
は
、『
玦
』
各
篇

の
注
解
を
更
に
詳
細
に
比
較
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
と
思
わ
れ
る

（
（（
（

。

附
記

�

本
研
究
は
科
研
費
「
日
本
楚
辞
学
の
基
礎
的
研
究
―
江
戸
・
明
治

期
を
対
象
に
―
」(

課
題
番
号
二
五
三
七
〇
四
〇
四)

の
助
成
を

受
け
た
も
の
で
あ
る
。

　
　

註

  

（
１
）�

亀
井
家
学
に
つ
い
て
は
、『
亀
井
南
冥
・
昭
陽
全
集
』（
葦
書

房
、
一
九
七
九
～
八
〇
年
）
が
南
冥
・
昭
陽
の
著
作
八
巻
九
冊
を

収
め
る
。
亀
井
三
代
の
伝
に
つ
い
て
は
、
荒
木
見
悟
『
亀
井
南

冥
・
亀
井
昭
陽
』（
明
徳
出
版
社
、
一
九
八
八
年
）
が
充
実
し
て

い
る
が
、
阿
部
隆
一
「
亀
井
南
冥
昭
陽
著
作
書
誌
」（『
斯
道
文
庫

論
集
』
十
六
輯
、
一
九
七
九
年
）
巻
頭
の
「
亀
井
南
冥
・
昭
陽
略

伝
」
も
前
書
に
無
い
伝
記
内
容
を
含
む
。
南
冥
六
世
の
孫
に
当
た

る
早
舩
正
夫
に
よ
る
『
儒
学
者 

亀
井
南
冥
・
こ
こ
が
偉
か
っ
た
』

（
花
乱
社
、
二
〇
一
三
年
）
に
お
け
る
一
族
に
伝
わ
っ
た
逸
話
や

現
地
調
査
に
基
づ
く
具
体
的
記
述
も
亀
井
家
に
関
す
る
細
部
の
理

解
に
有
益
で
あ
る
。
ま
た
、
近
代
漢
学
の
祖
と
も
言
え
る
西
村
天

囚
（
一
八
六
五
～
一
九
二
四
年
）
が
亀
井
家
学
を
中
心
に
九
州
の

儒
者
の
系
譜
を
取
材
し
た
連
載
記
事
「
九
州
巡
礼
」（『
大
阪
朝
日

新
聞
』
一
九
〇
七
年
六
月
二
六
日
～
八
月
六
日
）
に
詳
細
な
解
題

を
付
し
た
『
九
州
の
儒
者
た
ち

：

儒
学
の
系
譜
を
訪
ね
て
』（
西

村
天
囚
著
・
菰
口
治
校
注
、
海
鳥
社
、
一
九
九
一
年
）
も
参
照
価

値
が
あ
る
。

  

（
２
）�

注
１
に
挙
げ
た
関
連
文
献
に
お
け
る
没
年
と
享
年
の
記
載
に
よ
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る
推
定
。
聴
因
の
生
年
に
つ
い
て
は
、
管
見
の
限
り
明
確
に
記
載

す
る
も
の
を
見
な
い
。

  
（
３
）
阿
部
、
前
掲
書
誌
、
四
頁
。

  

（
４
）�

蘐
園
と
は
、
荻
生
徂
徠
（
一
六
六
六
～
一
七
二
八
年
）
が
居
を

構
え
た
茅
場
町
の
地
名
に
ち
な
ん
で
つ
け
た
書
斎
・
家
塾
の
名
。

こ
こ
か
ら
荻
生
徂
徠
の
学
と
学
派
を
指
す
よ
う
に
な
っ
た
。

  

（
５
）�

大
潮
に
つ
い
て
は
、
広
瀬
淡
窓
『
儒
林
評
』
に
「
我
海
西
九
州

ノ
文
学
ハ
、
肥
前
ノ
僧
大
潮
ヨ
リ
開
ケ
タ
ル
コ
ト
多
シ
。
大
潮
ハ

徂
徠
ヨ
リ
少
キ
コ
ト
十
三
歳
。
徂
徠
ノ
弟
子
ニ
ハ
有
ラ
ネ
ド
モ
、

其
交
親
シ
ク
、
学
問
詩
文
、
徂
徠
ノ
説
ニ
ヨ
リ
テ
修
セ
シ
人
ナ
リ
。

徂
徠
没
後
、
其
余
声
天
下
ヲ
動
カ
ス
。
海
西
ノ
人
、
其
風
ヲ
キ
キ

テ
慕
ヒ
、
皆
大
潮
ニ
従
テ
其
説
ヲ
学
ビ
シ
ナ
リ
」
と
あ
る
（
荒
木
、

前
掲
書
、
九
頁
所
引
）。

  

（
６
）�

永
富
独
嘯
菴
は
一
七
三
二（
享
保
十
七
）年
生
ま
れ
、一
七
六
六（
宝

暦
十
三
）年
没
。
医
術
と
儒
学
を
究
め
、臨
床
体
験
を
ま
と
め
た『
漫

遊
雑
記
』、
経
綸
を
ま
と
め
た
『
嚢
語
』
を
著
す
。
南
冥
は
そ
の

い
ず
れ
に
も
序
文
、
或
は
跋
文
を
書
い
て
い
る
。
詳
し
く
は
、
荒
木
、

前
掲
書
、
第
二
章
「
永
富
独
嘯
菴
」
参
照
。

  

（
７
）�

広
瀬
淡
窓
（
一
七
八
二
～
一
八
五
六
年
）
は
江
戸
時
代
後
期

に
活
躍
し
た
教
育
家
。
私
塾
・
咸
宜
園
を
開
き
、
多
く
の
人
材

を
育
成
し
た
。
十
代
の
時
、
亀
井
塾
に
学
ん
で
い
る
。
淡
窓
と

亀
井
家
学
と
の
関
係
に
つ
い
て
詳
し
く
は
、
田
中
加
代
「
広
瀬

淡
窓
の
教
育
思
想
の
系
譜
―
荻
生
徂
徠
・
亀
井
南
冥
・
昭
陽
の

影
響
を
中
心
と
し
て
」
『
教
育
学
研
究
』
第
五
八
巻
、
第
四
号
、

一
九
九
一
年
参
照
。

  

（
８
）
阿
部
、
前
掲
書
誌
、
四
頁
。

  

（
９
）�

詳
細
は
、
早
舩
、
前
掲
書
、
第
十
章
「
突
然
の
罷
免
」
参
照
。

  

（
10
）�

広
瀬
淡
窓
『
懐
旧
楼
筆
記
』
巻
八
。
早
舩
、
前
掲
書
、
一
九
四

頁
所
載
。
こ
の
部
分
は
、
明
ら
か
に
屈
原
の
処
世
を
批
判
的
に

批
評
し
た
賈
誼
「
弔
屈
原
賦
」
の
「
橫
江
湖
之
鱣
鯨
兮
、
固
將

制
於
螻
蟻
」
を
踏
ま
え
る
。

  

（
11
）�

修
猷
館
は
甘
棠
館
の
学
生
全
て
を
引
き
受
け
た
た
め
、
教
員
不

足
に
陥
り
、
甘
棠
館
の
元
教
員
四
名
が
修
猷
館
教
員
と
し
て
採
用

さ
れ
た
。
早
舩
、
前
掲
書
、
二
二
九
頁
参
照
。

  

（
12
）�「
隊
伍
会
」
は
、
昭
陽
が
藩
士
と
し
て
定
期
的
に
参
加
す
べ
き
会

合
で
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
井
上
忠
「『
空
石
日
記
』
解
説
」
亀

井
南
冥
・
昭
陽
全
集
刊
行
会
編
『
亀
井
南
冥
・
昭
陽
全
集
』
第
七
巻
、

葦
書
房
、
一
九
七
九
年
、
九
〇
頁
参
照
。

  

（
13
）�

福
岡
藩
で
は
、
天
山
、
四
王
山
な
ど
六
山
の
山
上
に
烽
火
台

を
設
け
た
。
昭
陽
の
『
烽
山
日
記
』
の
記
載
に
よ
る
と
、
昭

陽
の
烽
火
台
勤
務
は
一
八
〇
九(

文
化
六)

年
、
昭
陽
三
七
歳

の
年
か
ら
翌
年
に
か
け
て
計
十
回
で
あ
る
。
荒
木
、
前
掲
書
、

一
一
九
頁
参
照
。

  

（
14
）�

竹
治
貞
夫
『
楚
辞
研
究
』（
風
間
書
房
、
一
九
七
八
年
）
や
稲
畑

耕
一
郎
「
日
本
楚
辞
研
究
前
史
述
评
」『
江
汉
论
坛
』（
一
九
八
六

年
、
第
七
期
）
は
『
毛
詩
考
』
を
、
早
舩
、
前
掲
書
は
『
左
伝
纘
考
』

を
挙
げ
る
。

  

（
15
）�『
東
遊
賦
』
は
文
化
三
年
、
秋
月
藩
主
に
従
っ
て
江
戸
に
上
る
道
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中
の
見
聞
を
詠
ん
だ
賦
集
。『
烽
山
日
記
』
は
文
化
六
年
か
ら
の

十
回
に
及
ぶ
烽
火
台
勤
務
の
生
活
を
漢
文
体
で
記
し
た
も
の
。
そ

の
漢
文
の
技
巧
と
味
わ
い
か
ら
当
時
の
文
人
た
ち
の
好
評
を
博
し

た
と
い
う
。
詳
し
く
は
、
阿
部
、
前
掲
書
誌
、
四
七
頁
お
よ
び

五
七
～
五
八
頁
参
照
。

  

（
16
）�

阿
部
、
前
掲
書
誌
、
五
頁
。

  

（
17
）�

早
舩
、前
掲
書
が
「
浦
」
の
出
自
に
つ
い
て
（
Ⅱ
部
第
一
章
第
１
節
）、

藩
関
係
者
と
の
軋
轢
に
つ
い
て
（
Ⅱ
部
第
十
章
）
詳
述
し
て
い
る
。

  

（
18
）�

例
え
ば
、
論
文
はC

iN
ii A

r
ticle

s

（
論
文
情
報
検
索D

B

）
の

場
合
、
昭
陽
十
八
件
に
対
し
、
南
冥
は
三
〇
件
で
あ
る
。
南
冥

に
関
す
る
論
文
の
内
容
は
大
ま
か
に
医
学
面
、
儒
学
面
、
伝
記

面
の
三
分
野
に
亘
る
。
南
冥
の
伝
記
は
早
く
は
一
九
一
三
（
大

正
二
）
年
に
高
野
江
鼎
湖
『
儒
侠
龜
井
南
冥
』
（
共
文
社
）
が

出
て
い
る
。

  

（
19
）�

竹
治
、
前
掲
書
、
第
五
章
第
四
節
。

  

（
20
）�

以
上
、
小
稿
に
お
け
る
竹
治
の
『
楚
辭
玦
』
評
は
、
竹
治
、
前
掲
書
、

三
四
七
～
三
四
九
頁
参
照
。

  

（
21
）�

稲
畑
、
前
掲
論
文
、
五
五
～
五
九
頁
。

  

（
22
）�

稲
畑
、
前
掲
論
文
、
五
八
頁
。

  

（
23
）�

朱
新
林
「
日
本
庆
应
义
塾
大
学
藏
龟
井
昭
阳
《
楚
辞
玦
》
写
本

考
」『
图
书
馆
杂
志
』
上
海
市
図
書
館
学
会
、
第
七
期(V

o
l.31)

、

二
〇
一
二
年
。

  

（
24
）�

朱
、
前
掲
論
文
、
九
三
頁
。

  

（
25
）�

周
涌
「
日
本
鈔
本
《
楚
辭
玦
》
整
理
與
研
究
」
浙
江
師
範
大
学
、

修
士
論
文
、
二
〇
一
三
年
四
月
一
日
提
出
。

  

（
26
）�『
中
国
诗
歌
研
究

』
社
会
科
学
文
献
出
版
社
、
第
九
輯
、

二
〇
一
三
年
九
月
。
な
お
、
標
題
の
「
龙
井
」
は
「
龟
井
」
が

正
し
い
。

  

（
27
）�

孫
金
鳳
「
林
云
铭
《
楚
辞
灯
》
在
日
本
的
传
播
与
影
响
」『
宁

夏
大
学
学
报
（
人
文
社
会
科
学
版
）
』
第
三
八
卷
、
第
一
期
、

二
〇
一
六
年
。

  

（
28
）�

筆
者
は
既
に
別
稿
（
「
亀
井
昭
陽
『
楚
辭
玦
』
に
見
る
林
雲
銘

『
楚
辭
燈
』
と
の
関
係
と
共
鳴
」『
九
州
中
国
学
会
報
』
第
五
五
巻
、

二
〇
一
七
年
）
に
お
い
て
、
昭
陽
の
日
記
記
述
に
基
づ
い
て
成

書
過
程
の
検
証
を
行
っ
て
い
る
が
、
そ
の
後
の
新
た
な
発
見
が

あ
り
、
底
本
に
関
わ
る
見
解
の
見
直
し
を
行
う
た
め
、
加
筆
訂

正
を
加
え
て
再
検
討
を
行
う
。
な
お
、
昭
陽
『
空
石
日
記
』
に

つ
い
て
は
、
黄
・
石
川
論
文
も
言
及
し
て
い
る
。
当
該
論
文
は

引
用
出
典
を
示
し
て
い
な
い
が
、
阿
部
、
前
掲
書
誌
、
八
七
頁

所
載
の
抄
録
と
ほ
ぼ
同
文
（
若
干
の
省
略
・
脱
字
有
）
で
、
拙

稿
が
指
摘
す
る
『
書
誌
』
に
お
け
る
誤
字
等
も
そ
の
ま
ま
踏
襲

す
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
抄
録
を
引
用
し
た
も
の
と
分
か
る
。
ま
た
、

孫
、
前
掲
論
文
も
黄
・
石
川
論
文
中
の
『
日
記
』
引
用
部
分
を

引
用
し
て
い
る
。

  
（
29
）�

影
印
が
『
亀
井
南
冥
・
昭
陽
全
集
』
第
七
巻
（
葦
書
房
、

一
九
七
九
年
）
に
収
録
さ
れ
て
い
る
。

  

（
30
）�
阿
部
「
書
誌
」
が
「
講
」
と
し
、
黄
・
石
川
論
文
も
踏
襲
す
る
が
、

原
文
は
「
校
」。
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（
31
）�

阿
部
「
書
誌
」
が
「
校
」
と
し
、
黄
・
石
川
論
文
も
踏
襲
す
る
が
、

原
文
は
「
講
」。

  
（
32
）�

黄
・
石
川
論
文
が
「
九
章
、
招
魂
了
」
と
す
る
が
、
原
文
に
「
了
」

の
字
は
無
い
。

  

（
33
）�
道
革
は
黒
田
藩
の
藩
医
で
、
昭
陽
に
師
事
し
た
。
藩
医
で
あ
れ
ば
、

平
士
の
昭
陽
よ
り
、
書
籍
購
入
に
便
が
あ
っ
た
と
推
測
で
き
る
。

井
上
忠
「
香
江
文
庫
に
つ
い
て
」『
福
岡
大
学
図
書
館
報
』N

o
.5

、

一
九
七
一
年
六
月
、
三
頁
参
照
。

  

（
34
）�

尤
も
、
謹
厳
で
知
ら
れ
る
昭
陽
が
、「
離
騒
」
夜
講
初
日
の
翌
日

に
病
を
理
由
に
欠
勤
し
て
い
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
通
常
の
ペ
ー

ス
を
越
え
て
、
か
な
り
の
無
理
を
し
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。

  

（
35
）�「
物
子
」
は
荻
生
徂
徠
を
指
す
。
徂
徠
は
物
部
氏
の
出
で
あ
る
こ

と
か
ら
、中
国
風
に
「
物
」
を
姓
と
し
、物
徂
徠
と
も
称
し
た
。「
會
」

と
は
、
亀
井
塾
で
行
わ
れ
た
と
い
う
「
会
講
」（
討
論
会
・
進
級

テ
ス
ト
）
の
こ
と
と
思
わ
れ
る
。
早
舩
正
夫
『
儒
学
者
亀
井
南
冥
』

花
乱
社
、
二
〇
一
三
年
、
一
三
二
頁
参
照
。

  

（
36
）�

天
保
五
年
八
月
は
大
の
月
で
あ
る
た
め
晦
日
は
三
〇
日
。
広
瀬

秀
雄
『
日
本
史
小
百
科
〈
暦
〉』
東
京
堂
出
版
、
一
九
九
四
年
、

四
五
頁
参
照
。

  

（
37
）�

阿
部
「
書
誌
」
が
「
大
歌
」
と
す
る
が
、
原
文
は
「
九
歌
」。

  

（
38
）�

阿
部
「
書
誌
」
が
「
之
」
と
し
、黄
・
石
川
論
文
も
踏
襲
す
る
が
、『
空

石
日
記
』
影
印
（
前
掲
注
29
、
六
〇
〇
頁
）
の
字
形
、
お
よ
び
「
九

章
」
の
篇
名
か
ら
「
至
」
が
正
し
い
と
判
断
す
る
。

  

（
39
）�

黄
・
石
川
論
文
が
「
分
上
下
巻
」
と
す
る
が
、
原
文
は
「
分
爲

上
下
巻
」。

  

（
40
）�

前
回
は
「
校
」
と
「
夜
講
」
が
進
行
す
る
ひ
と
月
の
間
に
「
物
子
會
」

「
徂
徠
集
會
」
が
二
回
ず
つ
計
四
回
記
録
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、「
夜

講
」
し
て
い
る
楚
辞
に
関
す
る
「
會
」
の
記
録
は
無
い
。

  

（
41
）�「
九
章
」
の
場
合
、九
月
十
日
に
「
注
惜
誦
至
渉
江
」、二
十
日
に
「
九

章
玦
了
」。

  

（
42
）�

但
し
、
『
燈
』
『
玦
』
と
も
「
招
魂
」
「
大
招
」
を
収
め
る
。
こ

れ
ら
二
篇
は
『
章
句
』
に
付
さ
れ
る
序
で
は
、
前
者
が
宋
玉
、

後
者
は
屈
原
あ
る
い
は
景
差
の
作
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
二

篇
を
収
め
る
理
由
は
『
楚
辭
燈
』
「
凡
例
」
で
述
べ
ら
れ
な
い
が
、

黄
文
煥
『
楚
辭
聴
直
』
説
に
基
づ
く
と
の
指
摘
が
あ
る
（
『
四
庫

全
書
総
目
』
巻
一
百
四
十
八
、
西
村
天
囚
『
屈
原
賦
説
』
「
篇
数

第
二
」
）
。
そ
の
『
楚
辭
聴
直
』
「
凡
例
」
は
「
二
招
之
獨
存
而
又

先
大
招
於
招
魂
何
也
。
王
逸
之
論
大
招
、
歸
之
或
曰
屈
原
、
未

嘗
以
專
屬
景
差
。
晁
氏
曰
詞
義
高
古
、
非
原
莫
能
及
。
余
謂
本

領
深
厚
、
更
非
原
莫
能
及
、
則
存
大
招
固
所
以
存
原
之
自
作
也
。

招
魂
屬
之
宋
玉
、
而
太
史
公
曰
、
讀
離
騷
天
問
招
魂
哀
郢
、
悲

其
志
、
又
似
亦
原
之
自
作
、
則
存
招
魂
亦
併
存
原
耳
。
卽
招
魂

從
來
屬
玉
、
大
招
未
必
非
差
、
而
其
詞
專
爲
原
拈
其
意
與
法
足

與
原
並
、
則
固
足
存
矣
。
宜
存
矣
。
此
豈
他
篇
所
可
比
（
句
読

点
は
筆
者
）
」
と
い
う
。

  

（
43
）�『
楚
辭
玦
』
に
見
え
る
『
楚
辭
燈
』
と
の
関
係
と
そ
の
楚
辞
観
へ

の
共
鳴
に
つ
い
て
詳
し
く
は
、
拙
稿
、
前
掲
注
（
28
）
参
照
。

  

（
44
）�『
玦
』
写
本
に
つ
い
て
は
、
黄
・
石
川
論
文
も
「
抄
录
皆
未
精
，
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多
见
讹
字
。
…
故
诸
钞
本
皆
不
可
偏
废
，
以
资
互
校
之
需
也
」

（
一
一
〇
頁
）
と
す
る
。

  
（
45
）�

黄
靈
庚
主
編
『
楚
辭
文
獻
叢
刊
』
国
家
図
書
館
出
版
社
、

二
〇
一
四
年
。

  

（
46
）�
黄
・
石
川
論
文
（
一
一
〇
頁
）
が
「
雷
山
古
刹
旧
蔵
本
」
は
も

と
は
大
阪
大
学
図
書
館
の
所
蔵
で
、
今
は
慶
應
義
塾
大
学
に
所
蔵

さ
れ
て
い
る
と
言
う
の
は
未
詳
。

  

（
47
）�

文
教
大
学
蔵
本
に
つ
い
て
は
朱
論
文
（
八
五
頁
）
に
、
中
国
科

学
院
図
書
館
蔵
本
に
つ
い
て
は
、
黄
論
文
（
一
一
〇
頁
）
に
言
及

が
あ
る
。

  

（
48
）�

こ
こ
の
割
注
に
つ
い
て
は
、『
補
注
』
に
「
一
本
有
此
二
句
、
王

逸
無
注
、
至
下
文
『
羌
内
恕
巳
以
量
人
』
始
釋
羌
義
、
疑
此
二
句

後
人
所
増
耳
。
九
章
曰
『
昔
君
與
我
誠
言
兮
、
曰
黄
昏
以
爲
期
、

羌
中
道
而
囘
畔
兮
、反
既
有
此
他
志
』
與
此
語
同
。」、『
集
注
』
に
「
一

無
此
二
句
。
洪
曰
、
王
逸
不
注
此
二
句
、
後
章
始
釋
羌
義
、
疑
此

後
人
所
增
也
。
…
洪
説
雖
有
据
、
然
安
知
非
王
逸
以
前
此
下
已
脱

兩
句
邪
。
更
詳
之
。」
と
言
う
。

  

（
49
）�『
玦
』
慶
応
本
で
は
「
據
」。

  

（
50
）�

竹
治
、
前
掲
書
、
三
四
七
頁
。

  

（
51
）�『
燈
』
和
刻
本
に
つ
い
て
詳
し
く
は
、
拙
稿
、
前
掲
注
二
八
論
文
、

六
一
頁
お
よ
び
巻
末
注
一
六
を
参
照
。

  

（
52
）�

確
認
し
た
版
は
以
下
の
通
り
。
荘
本
に
つ
い
て
は
、
①
早
稲
田

大
学
蔵
本
②
九
州
大
学
蔵
本
③
大
阪
大
学
蔵
本
④
島
根
大
学
蔵
本

（
い
ず
れ
も
前
川
六
左
衛
門
、
寛
延
三
年
刊
）。『
集
注
』
に
つ
い

て
は
、
人
民
文
学
出
版
社
版
（
一
九
五
三
年
、
鄭
振
鐸
跋
有
り
）。

『
燈
』
に
つ
い
て
は
、
①
京
都
大
学
蔵
本
（
秦
本
）
②
二
松
学
舎

大
学
蔵
本
（
秦
本
）
③
東
京
大
学
蔵
本
（
秦
本
）
④
宮
崎
公
立
大

学
蔵
本
（
河
内
本
）。

  

（
53
）�

現
在
見
る
こ
と
が
出
来
る
『
玦
』「
九
章
」
篇
次
は
伝
統
的
篇
次

を
踏
襲
し
て
い
る
が
、そ
の
理
由
に
つ
い
て
、孫
論
文
（
一
四
七
頁
）

は
、『
玦
』「
九
章
」題
下
注
が「
九
章
　
猶
曰
九
篇
也
。
朱
子
得
之［
云

後
人
輯
之
得
其
九
章
、
合
爲
一
卷
］。
或
有
亂
或
否
、
又
有
橘
頌
、

非
一
時
之
作
。
林
氏
考
改
九
篇
之
次
、汔
有
所
見
、然
亦
有
臆
説［
臨

時
述
感
率
易
雷
同
。
不
同
九
歌
、
分
断
凡
八
］」（[ ]

は
割
注
）
と
、

『
集
注
』
説
を
支
持
し
、『
燈
』
説
に
批
判
を
加
え
て
い
る
の
を
引

い
て
い
る
。

  

（
54
）�

周
、
前
掲
論
文
、
四
頁
。

  

（
55
）�

他
に
、
黄
・
石
川
論
文
（
九
四
頁
）
も
、『
日
記
』
中
の
「
借
道

革
楚
辭
燈
、
徹
夜
鶏
鳴
」
の
記
載
を
引
用
す
る
も
、「《
楚
辞
玦
》

条
目
引
文
，
与
朱
熹
《
集
注
》
本
多
合
，
蓋
底
本
用
朱
子
《
集
注
》，

故
其
校
勘
，
多
以
朱
注
本
为
依
归
。
」
と
、
周
と
同
様
に
、
楚
辞

本
文
が
『
集
注
』
と
「
多
く
符
合
」
す
る
こ
と
を
以
て
、『
玦
』

底
本
を
『
集
注
』
と
す
る
。

  

（
56
）�

周
、
前
掲
論
文
、
五
一
頁
。

  
（
57
）�

以
上
、本
解
題
は
中
国
昆
明
屈
原
与
楚
辞
学
国
際
学
術
討
論
会（
中

国
・
雲
南
大
学
、
二
〇
一
七
年
十
一
月
九
日
～
十
二
日
）
に
於
け

る
発
表
「
日
本
楚
辞
学
的
黎
明

﹕ 

龟
井
昭
阳
《
楚
辞
玦
》
小
考
」

に
再
編
加
筆
訂
正
を
加
え
た
も
の
で
あ
る
。
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Ⅱ　

『
楚
辭
玦
』「
離
騒
」
篇
定
本
（
附
校
勘
）

（
凡
例
）

一
、�

『
楚
辭
玦
』
（
以
下
『
玦
』
）
テ
キ
ス
ト
は
、
左
の
六
本
の
写
本
を
比

較
検
討
し
た
結
果
、
慶
応
本
を
底
本
と
し
、
残
り
五
本
で
対
校
を
行
っ
た
。

六
本
の
写
本
は
次
の
よ
う
に
二
分
出
来
る
。

甲
類

： �

「
離
騷
」
の
語
義
に
つ
い
て
、『
史
記
』
の
説
を
「
未
詳
」
と
す
る
。

　
①
大
阪
大
学
附
属
図
書
館
懐
徳
堂
文
庫
蔵
本
（
以
下
「
阪
大
本
」)

　
②
京
都
大
学
附
属
図
書
館
蔵
本
（
以
下
「
京
大
本
」）

　
③
国
士
舘
大
学
附
属
図
書
館
楠
本
文
庫
蔵
本
（
以
下
「
国
士
舘
本
」）

乙
類

： �

「
離
騷
」
語
義
に
つ
い
て
、『
史
記
』
の
説
を
「
九
歌
」
を
引
い

て
解
釈
す
る
。

　
④
九
州
大
学
附
属
図
書
館
逍
遥
文
庫
蔵
本
（
以
下
「
九
大
本
」）

　
⑤
慶
應
義
塾
大
学
附
属
図
書
館
斯
道
文
庫
蔵
本
（
以
下
「
慶
応
本
」）

　
⑥
二
松
学
舍
大
学
附
属
図
書
館
蔵
本
（
以
下
「
二
松
本
」）

二
、
『
玦
』
テ
キ
ス
ト
は
、
楚
辞
見
出
し
語
を
太
字
、
割
注
を
小
字
で
示
す
。

三
、
改
行
は
慶
応
本
に
拠
る
。
句
点
は
筆
者
に
よ
る
。

四
、�

諸
写
本
の
書
体
の
異
同
は
非
常
に
多
い
が
、
こ
こ
で
は
挙
げ
ず
、
正
体

字
に
統
一
す
る
。

五
、�

諸
写
本
は
誤
写
に
類
す
る
異
同
が
非
常
に
多
い
。
単
純
な
誤
写
は
全

て
は
挙
げ
ず
、
底
本
と
し
た
慶
応
本
を
改
め
る
時
の
み
全
て
の
根
拠
を

示
す
。

　
離
騷
　
　
史
記
、
離
騷
猶
離
憂
也

（
（
（

。
盖
離
別
而
憂
也
。

　
九
歌
、
思
公
子
兮
徒
離
憂
。
又
爲
離
憂

（
（
（

離
慜
之
離
亦
通
。

　
通
篇
四
句
一
轄
。
讀
者
要
案
之
而
不
錯
焉
。

攝
提
　
林
西
仲
得
之
。

云
星
名
也
。
隨
斗
柄
正

指
于
寅
方
是
爲
正
月
。

初
度
　
生
時
之
風
度
也
。
度
字
義
汎
月
及
干
支
包
焉
。

正
則
　
名
平
也
、
平
是
正
法
。

靈
均
　
字
原
也
。
可
食
者
曰
原
。
言
穀

土
。

　
廣
平
曰
原
。
大

野

曰

平
、
平
之

　
　
　

廣
爲
原
、
非

廣
而
平
也
。

原
是
靈
妙
如
砥
者
。
字
是
冠
時
賓
所

　
　
　
命
而
併
言
之
。
辭
家
之
文
也
。

脩
能
　
美
能
也
。
楚
辭
脩
字
訓
美
。

紉
秋
蘭
　
紉
結
也
。

汨
余
若
將
弗
及
　
汨
、
心
不
自
安
貌
。
言
汲
汲
於
國
事
。

　
疑
是
丘
阜
一
名
。
舊
説
山
名
、
在
楚
南
。
豈
木
蘭

所
産
歟
。

木
蘭
　
王
云
、
去
皮
不
死
。
案
本
草
、
渉
冬
不
凋
、
木
蘭
宿
莽
、

　
　
二
句
言
要
其
性
命
強
剛
耳
。
意
受
上
句
。

不
淹
　
淹
有
留
意
。

恐
美
人
之
遲
暮
　
始
提
其
君
。
二
恐
字
相
照

（
（
（

。

不
撫
壯
而
棄
穢
兮
何
不
改
乎
此
度
　
撫
循
也
。
撫
于
五
辰

　
　
之
撫
正
同

（
（
（

。
度
言
其
所
由
行
也
。
君
方
壯
而
我
亦
未

　
　
耄
、
是
國
事
更
張
之
要
時
也
。
故
曰
、
君
今
不
乘
壯
時
英

　
　
氣
而
放
逐
讒
侫
、
而
何
故
夷
居
不
改
此
齷
齪
之
行

　
　
乎
。
壯
字
自
上
二
恐
字
來
。

來
吾
　
來
予
與
爾
言
一
例
。
君
若
用
賢
才
馳
騁
千
里
、
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四
六

　
　
吾
將
爲
前
馬
以
啓
行
。

申
椒
與
菌
桂
　
林
氏
可
念
。

云
椒
桂
帶
辣
氣
、
喩
逆
耳
之

言
亦
能
受
也
。
不
但
用
純
香

　
　

之
蕙
茝

而
已
。

申（
（
（

菌
未
詳
。
本
草
有
箘
桂
、
李
時
珍
云
、
葉
卷

　
　
如
竹
筒
故
名
。
今
本
从
草
作
菌
誤
也
。
然
則
桂
一
種

　
　
歟
。

彼
堯
舜
之
耿
介
兮
　
提
自
上
古
而
既
然
以
起
桀
紂
。

既
遵
道
而
得
路
　
既
字
可
玩
。

先
三
后
後
堯

舜
之
意
在
茲
。

曰
道
曰
路

　
　
似
自
洪
範
來
。

無
有
作
好
遵
王
之
道
、

無
有
作
惡
遵
王
之
路
（
６
）
。

此
乃
光
大
也
。

昌
被
　
王
云
、
衣
不
帶
貌
。
劉
良
云
、
亂
也

（
（
（

。

捷
徑
　
桀
紂
之
失
王
之
道
路
也
。

幽
昧
以
險
隘
　
不
耿
不
介
也
。
唯
是
作
好
作
惡
而
已
。

皇
輿
之
敗
績
　
君
車
必
困
于
幽
險
、
御
者
失
其
轡（

（
（

　
　
而
壓
覆
矣
。
左
傳
未
嘗
登
車
射
御
則
敗
績
厭
覆

　
　
是
懼

（
（
（

。

忽
奔
走
　
忽
字
受
恐
字
、
忠
切
屏
營
之
意
可
味
。

及
前
王
　
楚
先
哲
王
也
。
監
于
堯
桀
是
語
線
。

余
之
中
情
　
所
以
奔
走
先
後
之
心
也
。

忍
而
不
能
舍
也
　
忍
、
忍
身
患
也
。

指
九
天
以
爲
正
兮
　
正
猶
證
也
。

忍
患
而
唯
君
是
護
。

天
神
其
知
之
耳
。

靈
脩
　
神
也
、
美
也
、
故
以
稱
君
。

曰
黄
昏
　
二
句
出
九
章
。
錯
衍
可
削
。

王
氏
無
注
則

必
非
別
脱
二

　

句
。
羌
字

注
後
出
（
⓾
）
。

成
言
　
亦
出
左
傳

（
（（
（

。
要
結
言
語
之
謂
也
。

悔
遁
　
背
前
言
而
躱
避
也
。

數
化
　
無
恆
則
末
路
危
、
所
以
傷
也
。

我
離
別
則
必
將

被
群
小
愚
弄
。

余
既
滋
蘭
　
四
句
言
己
多
培
殖
群
才
也
。
屈
子
博
学

必
多
弟
子
。

吾
將
刈
　
育
英
材
者
欲
以
供
國
用
、
故
也
。

萎
絶
　
比
群
才
窮
處
、
以
至
老
死
也
。
是
天
命
無
可
如
何
。

蕪
穢
　
比
玉
石
混
雜
、
貞
士
而
題
以
僞
也
。

畢
生
所
育
成

都
爲
俗
士
。

内
恕
己
　
己
貪
婪
、
故
妄
意
屈
子
亦
求
利
禄
。
以
小
人
心

量
君
子
。

嫉
妬
　
恐
屈
子
之
率
群
才
、
以
獲
于
君
也
。

忽
駝
鶩
　
忽
下
添
欲
字
看
。

追
逐
　
奮
飛
而
去
不
顧
之
意
。

所
急
　
決
起
潔
身
亦
非
所
欲
。
唯
要
立
名
遂
臣
節
耳
。

擥
木
根
　
亦
佩
具
也
。
取
剛
堅
。
擥
與
攬
同
。

矯
菌
桂
　
揉
以
佩
之
。
四
句
是
姱
以
練
要
處
。

謇
　�

在
楚
辭
爲
發
語
詞
。
九
歌
注
得
之

（
（（
（

。
下
文
謇
朝

誶
亦
詞
也
。

所
服
　
上
所
服
是
唯
我
所
法
前
哲
也
。
世
俗
何
服
。

彭
咸
　
至
此
始
露
己
中
心
所
自
決
。

下
受
以
長
大
息
、

情
至
文
至
（
⓭
）
。 

　

多
艱
　
哀
生
民
困
于
塗
炭
也
。
亦
屈
子
中
心
。

我
死
則
民

將
益
困
。

鞿
羈
　
心
鞿
羈
而
不
開
、
出
九
章

（
（（
（

。
王
氏
得
之
。

朝
誶
　
誶
、
告
也
。
與
訊
同
。

幽
通
賦
、
既
誶

爾
以
吉
象(

⓯)

。

蕙
纕
　
馬
腹
帶
亦
曰
纕
、
出
晉
語

（
（（
（

。
曰
既
曰
又
、
言
屡
　

以
忠
信
得
罪
。

民
心
　
君
茫
然

（
（（
（

不
察
闔
國
公
論
是
以
謠
諑
行
。

謠
諑
　
謠
爲
毀
、
未
見
所
徴
。
林
云
、
徒
歌
曰
謠
。

競
周
容
　
背
規
繩
而
競
容
悅
、
故
邪
媚
進
而
正
士
窮
。

忳
　
玉
篇
、
悶
也
、
憂
也
。
溘
死
而
流
亡
、
言
投
水
流
尸
也

（
（（
（

。

何
方
圓
之
能
周
　
猶
曰
方
圓
何
能
周
也
。
奇
句
。
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四
七

攘
詬
　
林
云
、
攘
、
取
也
。

死
直
　
自
屈
心
至
此
一
氣
讀
。
是
屈
子
別
提
一
個
臣
節

　
　
以
自
奮
厲
者
。

所
厚
　
厚
猶
重
也
。

屈
子
幡
然
曰
自
古
屈
抑
忍
攘
以

伏
死
者
是
固
聖
人
所
崇
重
也
。

悔
相
道
之
不
察
　
昔
不
察
屈
心
死
直
之
道
而
今
乃
悔

　
　
之
、
故
將
行
且
延
佇
也
。
都
是
眷
眷
之
意
。

及
行
迷
之
未
遠
　
不
遠
復
、
无
祇
悔

（
（（
（

。
迷
復
凶
。

駝
椒
丘
　
與
蘭
皐
對
。
王
誤
。

余
據
莊
子
謙
校
本
、
馳
字
皆

作
駝
。
閲
字
典
不
載
。

且
焉
止
息
　
躊
躇
以
深
思
也
。

進
不
入
　
進
而
言
遂
不
聽
也
。
此
屈
子
又
幡
然
自
改
者
。

　
　
止
息
而
念
之
。
椒
蘭
之
言
萬
萬
無
可
進
之
方
。

昭
質
　
内
徳
也
。
與
芳
澤
外
飾
對
。

此
屈
子
脩
初
服

内
省
不
疚
者
。

忽
反
顧
　
内
省
不
疚
、
故
又
幡
然
生
四
方
之
志
。

觀
乎
四
荒
　
唯
是
遠
游
也
。
固
非
求
賢
君
耳
。

佩
繽
紛
　
二
句
言
行
色
之
揚
也
。

有
所
樂
　
四
句
言
脩
姱
自
遂
決
遠
游
之
意
。

嬋
媛
　
林
云
、
柔
態
牽
戀
之
貌
。

博
謇
　
二
字
必
有
一
誤

（
（（
（

。

薋
菉
葹
　
薋
當
作
資
。
取
以
盈
室
。
是
姉
之
美
意
也
。

衆
不
可
戸
説
　
此
二
句
與
次
二
句
前
後
錯
誤
。
此
二
句

　
　
屈
子
所
歎
以
緩
遠
游
。
四
句
與
靈
氛
語
未

（
（（
（

全
同
。

不
余
聽
　
姉
責
之
也
。

雖
卑
菉
葹
、
獨
離
不
服
、
世
並
樂

群
、
汝
何
煢
獨
而
不
聽
余
言
乎
。

節
中
　
節
有
等
、
節
其
中
而
執
之
也
。

憑
心
　
發
憤
張
氣
也
。

歴
茲
　
心
歴
思
之
也
。
歴
吉
日
之
歴
。

啓
九
辨
與
九
歌
　
山
海
經
、
夏
后
開
、
上
三
嬪
于
天
得
九

　
　�

辨
與
九
歌
以
下
、
此
其
説
也
。
王
氏
不
達
張
詵

訓
開
樹
、
大
誤
（
㉒
）
。

以
下

　
　
數
十
句
皆
屈
子
陳
辭
、
夏
康
至
后
辛
皆
風
切
時
王
。

淫
遊
以
佚
田
　
書
云
、
淫
于
遊
于
田

（
（（
（

。
羿
簒
位
後
事
。

射
夫
封
狐
　
此
辭
家
之
妙
也
。
夫
狐
蠱
不
無
蠱
惑

（
（（
（

。

亂
流
　
羿
、
逆
亂
之
餘
流
。
固
無
有
終
之
理
。

鮮
終
大

雅
字
（
㉕
）
。 

厥
家
　
王
氏
得
之
。
非
國
家
之
家
。
少
康
未
家
、
後
出
。
左
傳
、

棄
其
家
、
言
棄
妻
也
（
㉖
）
。 

縱
欲
而
不
忍
　
不
忍
、
惑
溺
不
能
制
欲
也
。
莊
本
衍

殺
字
。

常
違
　
居
恆
失
道
也
。
猶
日

康
娯
。

或
云
背
常
道
。

乃
遂
焉
　
不
聽
諫
而
遂
其
違
也
。

后
辛
之
葅
醢
　
至
此
語
氣
愈
切
以
激

（
（（
（

。

嚴
而�

祇
敬
　
自
皐
陶
謨
日
嚴
祇
敬
六
徳
來

（
（（
（

。

不
頗
　
此
離
騷
之
大
眼
目
。

無
私
阿

亦
同
。

屈
子
唯
抱
繩
墨
。

錯
輔
　
是
財
成
輔
相
之
人
、
聖
哲
而
用
事
於
天
下
者
。

聖
哲
之
茂
行
　
莊
子
謙
校
本
、
之
誤
作
以
。

顧
後
　
上
顧
難
以
圖
後
、
其
語
相
類
。

蓋
言
聖
哲
明
四

目
、
以
察
民
極
也
。

相
觀
　
下
文
亦
出
。
蓋
監
察
之
義
。

計
極
　
未
詳
。
或
藝
極
之
義
歟
。
言
民
之
常
則
也
。
聖
哲
顧

　
　
瞻
前
後
、
以
觀
民
極
則
非
義
非
善
、
斷
不
可
服
用
。

危
死
　
莊
本
、
衍
節
字
。
危
、
幾
也
。
言
濱
於
死
。

覽
余
初
　
初
是
屈
子
本
志
也
。

不
忘
其

初
之
初
。

正
枘
　
枘
、
刻
木
端
所
以
入
鑿
。
鑿
、
孔

也
。

正
、
直
立
牢
固
之
也
。

以
葅
醢
　
余
又
何
悔
矣
。
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四
八

曾
歔
欷
　
曾
、
訓
重
爲
是
。
歔
欷
、
悲
泣
氣
結
而
抽
息
也
。

陳
辭
　
前
作

詞
、
字
相
變
。
是
必
輕
薄
生
之
爲
。

耿
吾
既
得
此
中
正
　
耿
言
忽
然
有
所
感
通
發
明
也
。
中

　
　
正
卽
節
中
之
中
。
初
有
四
荒
之
志
、
而
爲
女

所
沮

　
　
未
果
。
因
節
中
於
重
華
、
神
明
有
應
、
志
乃
決
矣
。

溘
埃
風
余
上
征
　
奄
忽
而
與
埃
風
偕
上
騰
也
。

發
軔
　
去
軔
而
後
輪
動
車
行
。

靈
瑣
　
縣
圃
之
神
宮
也
。

勿
迫
　
莊
本
、
勿
誤
作
未
。

吾
將
上
下
而
求
索
　
上
縣
圃
以
望
四
荒
、
路
曼
曼
脩
遠
、

　
　
於
是
又
作
氣
而
有
上
下
求
索
之
志
、
不
唯
觀
乎
四
荒

　
　
也
。
求
索
、
自
孰
察
余
之
中
情
來
。

言
求
同

志
者
。

下
文
勉
升

　
　
降
以
上
下
兮
求
榘
矱
之
所
同
。

折
若
木
　
此
若
木
似
在
東
方
。

拂
日
　
蓋
掃
去
雲
物
遮
翳
而
迎
其
光
明
也
。

相
羊
　
相
翔
一
義
。

相
翔
出

周
禮
（
㉙
）
。

將
升
天
、
故
姑
且
止
息
。

以
未
具
　
行
裝
既
成
、
故
鸞
鳳
和
鳴
以
引
路
、
則
雷
師
來
、

　
　
將
沮
我
行
也
。
此
特
言
天
遊
亦
有
障
礙
。

王
逸

鑿
甚
。

又
繼
之
　
荘
本
、
脱
又
字
。
林
本
、
作
鸞

鳳
、
作
鳳
鳥
。

飄
風
屯
　
爾
雅
、
風
與
火
爲
庉
。
注
、
庉
庉
熾

盛
之
貌
（
㉚
）
。

是
歟

（
（（
（

。

相
離
　
蓋
披
靡
我
行
也
。
離
猶
風
別
之
別
。

來
御
　
別
率
雲
霓
來
、
大
妨
我
前
路
也
。

離
合
　
二
句
言
、
行
列
亂
、
離
合
上
下
、
纔
戻
天
也
。

倚
閶
闔
而
望
予
　
倚
云
、
望
云
、
傲
態
也
。
形
容
絶
妙
。

曖
曖
　
暮
景
也
。
與
下
朝
字

。

將
罷
　
天
游
不
遂
、
故
將
罷
去
也
。

結
幽
蘭
　
整
其
衣
佩
而
延
佇
。
自
顧
念
也
。

世
溷
濁
　
二
句
下
章
亦
出
、
竝
以
實
事
取
結
。
上
天
下

　
　
土
滔
滔
皆
是
雷
風
雲
霓
及
帝
閽（

（（
（

、
何
與
黨
人
異
。

好
蔽
美
而
嫉
妬
　
文
字
既
伏
下
章
求
女
之
事
。

忽
反
顧
　
四
荒
之
志
又
躊
躇
。

猶
思
終
南
山
、
回
頭

渭
水
濱
、
一
味
忠
厚
（
㉝
）
。 

哀
高
丘
之
無
女
　
言
楚
宮
無
賢
女
也
。
有
感
於
蔽

美
嫉
妬
。

溘
吾
　
忽
然
反
心
而
疾
行
、
故
曰
溘
。

春
宮
　
欲
以
美
物
詒
下
女
故
遊
。

以
下
車
舝
思
得
賢

女
以
配
君
子
之
意
。

繼
佩
　
前
既
有
美
佩
至
此

（
（（
（

乃
折
天
宮
玉
樹
以
繼
之
。

榮
華
　
瓊
枝
之
華
也
。
及
未
落
卽（

（（
（

車
舝
匪
飢
匪
渇
之
意
。

下
女
　
在
天
言
之
故
曰
下
土
之
女
。

宓
妃
　
蓋
在
簡
狄
之
前
。

或
云
伏
羲
之
妃
、
或
云
伏

羲
之
女
、
溺
洛
水
爲
神
。

謇
修
　
蓋
古
媒
氏
之
賢
者
歟
。

爲
理
　
行
媒
禮
也
。
九
章
、
薜
茘
爲
理
、
與
芙
蓉
爲
媒
對

（
（（
（

。

紛
總
總
　
再
提
是
句
放
甚
。
此
言
宓
妃
中
背
大
有
言
。

難
遷
　
其
心
狠

（
（（
（

戻
、
喩
而
不
聽
也
。

夕
歸
　
屈
子
進
而
待
報
、
宓
妃
有
他
故
退
也
。

濯
髮
　
欲
改
求
而
自
新
之
状
。

保
厥
美
　
借
宓
妃
以
刺
鄭
袖
也

（
（（
（

。
雖
有
舊
室
新
昏

之
別
是
非
所
嫌
。

來
違
棄
　
來
字
屬
改
求
、
言
來
于
窮
石
于
洧
盤
也
。

覽
相
觀
　
字
甚
沓
、
可
疑

（
（（
（

。
四
極
之
觀
爲
求
女
也
。

吾
令
鴆
　
天
問
、
簡
狄
在
臺
、
玄
鳥
致
貽
、
此
蓋
所
以
使
鳥
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也
。
前
時
遣
蹇
脩
而
不
可
、
故
遣
鴆
與
雄
鳩
歟
。
世
人
所

好
也
。

以
不
好
　
以
顏
色
不
美
毀
之
也
。

心
猶
豫
　
恐
雄
鳩
又
誤
事
而
狐
疑
也
。

既
受
詒
　
下
女
可
詒
之
詒

（
（（
（

、
使
鳳
皇
代
己
而
適
也
。

恐
高
辛
　
鴆
與
鳩
沮
格
其
事
故
也
。

欲
遠
集
　
行
而
至
曰
集
。
二
句
與
覽
相
觀
二
句
應
。

聊
浮
遊
　
比
之
周
流
于
天
、
意
氣
既
懈
矣
。

留
有
虞
之
二
姚
　
留
者
不
使
行
也
。
求
而
獲
之
也
。

理
弱
　
王
所
不
求
、
故
媒
禮
不
盛
。

恐
導
言
　
佚
女
也
。
二
姚
也
。
竝
以
恐
字
取
結
。
宓
妃
我
棄

　
　
之
。
娀
姚
非
曰
事
不
諧
、
哲
王
不
寤
、
未
如
之
何
已
。

世
溷
濁
　
自
鴆
鳩
媒
拙
來
、
直
言
實
事
。

稱
惡
　
媚
鄭
袖
也
。
上
曰
嫉
妬
、
此
曰
稱
惡
、
各
有
所
當
。

既
以
邃
遠
　
莊
本
、
脱
以
字
。

不
發
　
雖
有
是
心
、
不
敢
發
之
。
上
面
所
言
空
想
耳
。

與
此
終
古
　
溷
濁
之
徒
、
不
足
與
言
故

（
（（
（

也
。

筵
篿
　
二
物
蓋
竝
折
竹
爲
筧
者
。

兩
美
　
屈
子
既
美
徳
不
孤
、
必
有
同
心
者
、
故
曰
兩
美
。

孰
信
脩
而
慕
之
　
楚
人
誰
信
汝
美
而
愛
之
乎
。

豈
惟
是
其
有
女
　
是
、
是
楚
國
也
。

九
州
必
有
知
汝
者
、

豈
唯
是
楚
國
已
乎
。

曰
勉
遠
逝
　
辭
更
端
、
故
用
曰
字
。

世
幽
昧
　
依
舊
傷
楚
也
。
楚
之
衰

（
（（
（

如
此
、
故
欲
從
吉
占
然

　
　
未
敢
奮
飛
矣
。
四
荒
之
志
未
伸
。

其
獨
異
　
好
惡
雖
人
異
、
唯
黨
人
好
惡
大
異
於
人
。

二
句

妙
語
。

狐
疑
　
好
惡
反
覆
以
惑
其
君
、
故
不
忍
去
也
。

要
之
　
要
迎
也
。
詩
云
、
要
我
乎
上
宮

（
（（
（

。

百
神
翳
　
翳
、
是
濟
濟
蔽
天
之
貌
。

竝
迎
　
百
神
天
降
而
九
嶷
之
神
亦
迎
之
來
集
也
。

皇
剡
剡
　
皇
亦
神
威
赫
爚
之
貌
。

靈
皇
皇

出
九
歌
。

吉
故
　
吉
祥
善
事
也
。

上
下
　
亦
升
降
也
。
辭
沓
而
已
。
前
曰
上
下
而
求
索
。

榘
矱
之
所
同
　
此

九
州
而
相
君
之
説
也
。
始
出
。

求
合
　
求
其
好
仇
也
。
能
調
言
和
合
也
。

先
鳴
　
言
蚤
鳴
也
。
百
草
不
芳
、
似
言
秋
景
。

不
芳
　
林
云
、
巫
咸
之
言
止
此
。
蓋
林
説
似
是
。

何
瓊
佩
　
已
中
情
好
脩
之
事
也
。
上
下
照
應
。

薆
然
　
掩
曖
之
意
。
晻靄

。

中
情
好
脩
而
行
媒
且
不
得
。

何
昔
日
　
君
不
好
脩
、
故
有
美
質
者
、
亦
大
壞
從
俗
。

羌
無
實
　
變
而
不
芳
、
無
復
蘭
之
本
性
。

容
長
　
言
枝
葉
暢
茂
也
。

苟
得
列
　
徒
有
蘭
之
名
耳
。

能
祇
　
椒
蘭
不
自
嗇
其
芳
。

惟
茲
佩
　
屈
子
之
瓊
佩
也
。

委
厥
美
　
我
亦
欲
棄
美
以
從
時
、
而
又
經
歴
顧
念
之
。

難
虧
　
厥
美
終
不
可
委
也
。

和
調
度
　
蓋
言
歌
樂
也
。
聲
調
律
度
。

奏

九

歌

婾

樂
、
後
出
。

求
女
　
依
然
車
舝
之
意
、
而
無
求
君
之
心
。

及
余
飾
　
因
求
女
四
荒
之
志
又
勃
然
。
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五
〇

靈
氛
　
屈
子
無
擇
君
之
心
、
故
不
提
巫
咸
而
提
靈
氛
。

爲
余
　
二
句
、
命
僕
夫
之
辭
。

瑤
象
　
玉
輅
象
輅
、
自
古
有
之
。

周
流
　
言
路
之
遠
而
迂
回
也
。

翼
其
承
旂
　
爲
左
右
翼
以
從
旂
也
。

容
與
　
少
憇
以
求
所
濟
也
。

徑
待
　
徑
餒
之
徑
。
我
率
我
車
而
疾
馳
、
故
勵
衆

　
　
車
飛
騰
而
避
于
徑
、
以
西
海
爲
期
會
之
地
也
。

屯
余
車
　
或
云
、
西
皇
來
渉
、
故
有
是
千
乘
之
盛
也
。

八
龍
　
侈
言
而
倍
四
馬
也
。
莊
子
亦
曰
九
軍
、
曰
十
二
經

（
（（
（

。

抑
志
　
千
乘
八
龍
甚
泰
、
故
自
抑
亦
騷
之
立
格
可
謂
守

　
　
臣
節
也
。
志
雖
抑
乎
、
神
則
高
馳
、
此
模
寫
之
妙
。

奏
九
歌
　
二
句
言
神
雖
馳
乎
、
姑
且
躊
躇
也
。
此
時
屈
子

　
　
之
心
、
又
恍
惚
于
魏
闕
之
下
。

懷
王
屡
敗
、
國
容
荒
凉
、
而

屈
子
則
有
是
盛
大
知
略
。

陟
陞
皇
　
三
字
未
詳
。

忽
臨
睨
　
言
不
能
奮
飛
之
意
以
終
之
。
突
然
奇
轉
。

僕
夫
悲
　
曰
僕
曰
馬
、
竝
實
語
。
與
上
世
溷
濁
同
結
法
。

蜷
局
顧
　
蜷
然
局
顧
也
。
二
句
取
結
何
等
神
妙
。

國
無
人
莫
我
知
兮
　
七
字
一
句

（
（（
（

。

又
何
懷
　
自
奮
決
絶
之
辭
也
。
懷
之
甚
故
也
。

爲
美
政
　
故
都
無
是
人
也
。
他
國
何
關
。
王
氏
大
謬
。

從
彭
咸
　
屈
子
溘
死
流
亡
之
志
、
此
時
已
決
矣
。

　
　
註

  

（
１
）�『
史
記
』「
屈
原
賈
生
列
傳
」
に
「
離
騷
者
、猶
離
憂
也
。」
と
あ
る
。 

�「
凡
例
」
に
示
す
よ
う
に
、「
史
記
、
離
騷
猶
離
憂
也
」
以
下
は

甲
乙
二
種
が
あ
る
。
甲
類
は
本
文
に
示
す
通
り
で
あ
る
。
一
方
、

乙
類
は
「
案
未
詳
。
篇
中
有
離
憂
字
、
蓋
離
罹
同
。
一
云
、
離
別

也
。
騷
愁
也
。」
と
す
る
。
ま
た
、
国
士
舘
本
は
「
史
記
、
離
騷

猶
離
憂
也
」
の
後
に
「
與
君
離
別
而
憂
」
と
薄
墨
で
添
書
き
。
以

下
、
国
士
舘
本
に
は
同
様
の
添
書
き
が
多
い
が
省
略
す
る
。

  

（
２
）� 

「
離
騒
」
篇
の
題
下
注
に
お
い
て
「
離
騷
」
の
語
義
を
「
九
歌
」

を
引
い
て
解
釈
す
る
の
は
九
大
・
慶
応
・
二
松
本
の
三
本
。
こ
の

う
ち
、「
憂
」
字
に
つ
い
て
、
慶
応
本
は
「
左
」
に
作
り
、
九
大
・

二
松
本
は
「
尤
」
の
く
ず
し
字
に
似
る
。

  

（
３
） 「
二
恐
字
」
は
「
恐
年
歲
之
不
吾
與
」「
恐
美
人
之
遲
暮
」
を
指
す
。

  

（
４
） 『
書
經
』 「
虞
書
」「
皋
陶
謨
」
に
「
撫
于
五
辰
、庶
績
其
凝
」
と
あ
る
。

  

（
５
） 

慶
応
本
の
み
「
由
」
に
作
る
。
そ
の
他
五
本
は
全
て
「
申
」。

  

（
６
）� 『
書
經
』「
周
書
」「
洪
範
」
に
「
無
有
作
好
、遵
王
之
道
。
無
有
作
惡
、

遵
王
之
路
。」
と
あ
る
。

  

（
７
）�

六
臣
注
『
文
選
』「
離
騷
經
」「
何
桀
紂
之
昌
披
兮
、
夫
唯
捷
徑

以
窘
歩
」
注
に
「
良
曰
、
桀
紂
夏
殷
失
道
之
君
。
昌
披
謂
亂
也
。」

と
あ
る
。

  

（
８
） �

慶
応
・
国
士
舘
・
二
松
本
は
「
轡
」（
た
づ
な
）
。
阪
大
・
京
大
・

九
大
本
は
「
輿
」。
京
大
本
は
薄
墨
で
「
轡
」
と
添
書
き
。

  

（
９
）� 『
春
秋
左
氏
傳
』
襄
公
三
十
一
年
に
「
若
未
嘗
登
車
射
御
、
則
敗
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一

績
厭
覆
是
懼
、
何
暇
思
獲
。」
と
あ
る
。

  

（
10
） �「
王
氏
無
注
」
の
「
注
」
は
、
底
本
・
慶
応
本
で
は
「
庄
」
に

作
る
が
、
そ
の
他
五
本
は
全
て
「
注
」
と
す
る
の
に
拠
る
。
「
羌

字
注
後
出
」
は
慶
応
・
国
士
舘
・
二
松
本
に
有
る
が
、
阪
大
・
九
大
・

京
大
（
但
し
眉
注
に
有
り
）
に
は
無
く
、
「
必
非
別
脱
二
句
」
で

割
注
が
終
わ
る
。

  

（
11
）� 『
春
秋
左
氏
傳
』
襄
公
二
十
七
年
春
に
「
楚
公
子
黑
肱
先
至
、
成

言
於
晉
。
丁
卯
、
宋
戌
如
陳
、
從
子
木
成
言
於
楚
。」
と
あ
る
。

  

（
12
）�「
九
歌
」「
雲
中
君
」「
謇
將
憺
兮
壽
宮
、
與
日
月
兮
齊
光
。」『
集

注
』
注
に
「
謇
、
詞
也
」
と
あ
る
。

  

（
13
）� 

慶
応
本
は
「
長
大
息
」
の
「
息
」
を
書
き
落
と
し
て
、「
情
至
文

至
」
の
下
に
書
き
足
し
。
後
世
の
も
の
と
思
わ
れ
る
修
正
が
入
っ

て
い
る
。

  

（
14
）� 「
九
章
」「
悲
回
風
」
に
「
心
鞿
羈
而
不
形
兮
、氣
繚
轉
而
自
締
。」

と
あ
る
。

  

（
15
）� 

班
固
「
幽
通
賦
」
に
「
既
訊
爾
以
吉
象
兮
、
又
申
之
以
炯
戒
。」

と
あ
る
。

  

（
16
）� 

『
國
語
』「
晉
語
二
」
二
十
六
年
に
「
亡
人
之
所
懷
挾
纓
纕
、
以

望
君
之
塵
垢
者
。」
と
あ
る
。

  

（
17
） �「
茫
」
は
六
本
全
て
崩
し
字
。
阪
大
本
以
外
の
五
本
で
は
「
浩
蕩
」

と
添
書
あ
り
（
国
士
舘
本
は
字
体
が
不
鮮
明
）。

  

（
18
）� 

阪
大
・
京
大
・
国
士
舘
本
に
は
「
溘
死
而
流
亡
、
言
投
水
流
尸
也
」

無
し
。
九
大
・
慶
応
・
二
松
本
は
有
り
。

  

（
19
）�『
易
經
』「
上
經
」「
復
」
卦
に
「
初
九
　
不
遠
復
。
无
祗
悔
。
元

吉
。」
と
あ
る
。

  

（
20
）�

慶
応
本
「
二
字
必
有
一
誤
」
の
下
に
「
林
本
、
博
愽
ニ
作
ル
」

と
書
き
込
み
。
後
世
の
も
の
と
思
わ
れ
る
。

  

（
21
） �

慶
応
・
九
大
・
国
士
舘
本
は
「
未
」。
阪
大
本
「
未
」
字
無
し
。

京
大
本
「
末
」
と
添
書
き
。
二
松
本
「
未
」
に
似
る
。

  

（
22
） �『
山
海
經
』「
大
荒
西
經
」
に
「
西
南
海
之
外
…
有
人
珥
兩
青
蛇
、

乘
兩
龍
、名
曰
夏
后
開
。
開
上
三
嬪
于
天
、得
九
辯
與
九
歌
以
下
。」

と
あ
る
。「
王
氏
不
達
」
と
は
、『
章
句
』
が
九
辯
九
歌
を
禹
樂
と

し
て
い
る
こ
と
を
指
す
か
。『
補
注
』
は
王
逸
が
『
山
海
經
』
を

見
て
い
な
い
た
め
誤
っ
た
と
す
る
。

　
　

�

な
お
、「
張
詵
」
は
、
文
脈
か
ら
『
文
選
』
五
臣
注
の
注
者
の
一

人
張
銑
を
指
す
は
ず
で
あ
る
が
、
名
に
つ
い
て
、
慶
応
・
二
松
本

は
楷
書
体
で
「
詵
」
に
作
り
、
阪
大
本
は
三
水
偏
、
京
大
・
国
士

舘
・
九
大
本
は
草
書
体
で
言
偏
に
も
三
水
偏
に
も
見
え
る
。
ま
た
、

「
大
誤
」
と
は
、
五
臣
注
『
文
選
』
に
「
銑
曰
、
啓
開
也
。
九
辯

九
歌
、
禹
樂
名
。
言
禹
開
樹
此
樂
而
太
康
娯
樂
自
縱
而
喪
」
と
あ

る
の
に
対
し
、『
補
注
』
が
「
五
臣
又
云
、
啓
開
也
、
言
禹
開
樹

此
樂
、
謬
矣
」
と
指
摘
し
て
い
る
こ
と
を
指
す
か
。

  

（
23
）�『
書
經
』「
周
書
」「
無
逸
」
に
「
繼
自
今
嗣
王
、
則
其
無
淫
于
觀
、

于
逸
、
于
游
、
于
田
」
と
あ
る
。

  
（
24
） �

阪
大
・
京
大
・
国
士
舘
・
二
松
本
は
「
狐
蠱
…
無
蠱
」
。
九
大

本
は
「
狐
□
…
無
□
（
蠱
の
異
体
字
？
）
」
。
慶
応
本
は
「
狐
蟲
…

無
□
（
蠱
の
異
体
字
？
）
」
。
最
後
の
「
惑
」
は
阪
大
・
京
大
本

が
「
惑
」
。
九
大
・
慶
応
・
国
士
舘
・
二
松
本
が
「
或
」(

慶
応
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五
二

本
に
は
「
心
」
添
書
き)

。

  

（
25
）�『
詩
經
』「
大
雅
」「
蕩
之
什
」「
蕩
」
に
「
靡
不
有
初
、鮮
克
有
終
。」

と
あ
る
。

  
（
26
）�『
春
秋
左
氏
傳
』
僖
公
十
五
年
に
「
姪
其
從
姑
、
六
年
其
逋
、
逃

歸
其
國
、
而
棄
其
家
、
明
年
其
死
於
高
梁
之
虛
。」
と
あ
る
。

  

（
27
） �

慶
応
・
二
松
本
「
繳
」（
ま
と
ふ
）。
阪
大
本
・
京
大
本
「
激
（
は

げ
し
）」、
国
士
舘
本
「
徼
」（
め
ぐ
る
、
も
と
む
）。
九
大
本
は
サ

ン
ズ
イ
か
糸
偏
か
不
鮮
明
。
文
脈
か
ら
推
し
て
「
激
」
と
す
る
。

　（
28
）�『
書
經
』「
虞
書
」「
皋
陶
謨
」
に
「
嚴
祗
敬
六
德
、
亮
采
有
邦
。」

と
あ
る
。

  

（
29
）� 『
周
禮
』「
秋
官
司
寇
」「
野
廬
氏
」
に
「
若
有
賓
客
、
則
令
守
涂

地
之
人
聚
柝
之
、
有
相
翔
者
則
誅
之
。」
と
あ
る
。

  

（
30
） �『
爾
雅
』「
釋
天
」「
風
與
火
爲
庉
」
邢
昺
疏
に
「
庉
庉
熾
盛
之
貌
」

と
あ
る
。

  

（
31
） �

慶
応
本
の
み
「
歟
」
の
後
に
「
庉
徒
渾
切
」
と
朱
筆
書
き
入
れ
。

  

（
32
） �

甲
類
三
本
全
て「
閽
」に
サ
ン
ズ
イ
有
り
。乙
類
三
本
全
て
に
無
し
。

  

（
33
） �「
猶
思
」
は
、乙
類
三
本
全
て
が
「
猶
思
」。
甲
類
三
本
全
て
が
「
尚

憶
」。

  

（
34
） �

国
士
舘
・
九
大
・
慶
応
・
二
松
本
は
「
至
此
」。
阪
大
・
京
大
本

は
「
此
至
」。

  

（
35
） �

慶
応
本
は
「
既
」
に
作
る
が
、
他
五
本
は
全
て
「
卽
」
に
作
る
。

  

（
36
） �「
九
章
」「
思
美
人
」
に
「
令
薜
荔
以
爲
理
兮
、
憚
舉
趾
而
緣
木
。

因
芙
蓉
而
爲
媒
兮
、
憚
蹇
裳
而
濡
足
。」
と
あ
る
。

  

（
37
） �

九
大
・
慶
應
本
は
「
狠
」
に
作
る
。
阪
大
・
京
大
・
国
士
舘
・

二
松
本
は
「
很
」。

  

（
38
） �

阪
大
本
に
「
借
宓
妃
以
刺
鄭
袖
也
」
に
一
文
字
ず
つ
朱
点
を
振
っ

て
、
眉
注
に
「
黄
文
煥
無
有
此
説
」（
と
読
め
る
）
と
言
う
。

  

（
39
） �

周
、
前
掲
論
文
（
四
六
頁
）
は
、
こ
れ
を
三
畳
字
と
み
て
、
昭

陽
の
指
摘
を
誤
り
と
す
る
。

  

（
40
） �

慶
応
本
は
「
下
女
可
貽
之
貽
」
と
部
首
が
貝
。
二
松
本
も
貝
に

似
る
。
そ
の
他
四
本
は
言
偏
。

  

（
41
） �

国
士
舘
・
九
大
・
慶
応
・
二
松
本
は
「
故
」
有
り
。
阪
大
・
京

大
本
は
無
し
。

  

（
42
） �「
衰
」
は
、
慶
応
本
で
は
「
哀
」
に
作
る
が
、
そ
の
他
五
本
全
て

「
衰
」
に
作
る
。

  

（
43
）�『
詩
經
』「
國
風
」「
鄭
風
」「
桑
中
」
に
「
期
我
乎
桑
中
、
要
我

乎
上
宮
。」
と
あ
る
。

  

（
44
） �

二
松
本
の
み
「
九
軍
」
を
「
九
車
」
に
作
る
。『
莊
子
』「
内
篇
」「
德

充
符
」
に
「
勇
士
一
人
、雄
入
於
九
軍
」
と
あ
る
。
ま
た
、「
十
二
經
」

と
は
、『
莊
子
』
外
篇
「
天
道
」
に
「
孔
子
…
往
見
老
聃
、
而
老

聃
不
許
、
於
是
繙
十
二
經
以
説
。」
と
あ
る
の
を
指
す
か
。

  

（
45
） �

七
字
と
い
う
こ
と
は
、『
玦
』
底
本
で
は
「
國
無
人
」
の
後
に
「
兮
」

字
が
無
い
は
ず
で
あ
る
。
荘
本
に
は
無
い
。『
集
注
』『
燈
』
和
刻

本
（
秦
本
・
河
内
本
と
も
）
に
は
有
り
。


